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序 文

鹿野町におけるほ場整備事業の進展は、旧来の田園風景を大きく変貌

させています。このような状況の中で、祖先の貴重な文化遺産である埋

蔵文化財の発見も時を追って増加し、保護か破壊かの選択に常に追られ

るに至っております。

今回の寺内京南遺跡につきましても、ほ場整備事業中にピット及び遺

物の散布が発見され、その存在が確認されました。早速鳥取県教育委員

会と協議のうえ、遺構が削平される可能性のある部分について発掘調査

を実施し、また遺跡の範団を確認するため、固辺地域の調査も同時に行

ないました。その結果、古墳時代の竪穴住居跡、土塙、溝などの遺構が

遺存していることが判明し、関係諸機関と協議のうえ、盛土工法にて保

存することになりました。

今後、工事の進展に伴い、多くの埋蔵文化財の発見が考えられますの

で、今後とも地元はじめ各位の御指導、御協力を賜わりますよう切望し

てやみません。

昭和57年 3月

鹿野町教育委員会教育長

長岡健



例 言

1．本書ば鳥取県気高郡鹿野町に所在する寺内京南遺跡の発掘調査報告である。この報告は、

昭和55年に最終年度をむかえた団体営中園地区ほ場整備事業寺内工区の施行に伴い、新たに発

見された遺跡の調査成果を、鹿野町教育委員会を主体としてとりまとめたものである。調査

期間は昭和55年 9月29日から昭和55年11月24日までである。

2. 現地調査に当り、鳥取県教育委員会、関西大学文学部網干善教教授など多数の方々から御

指導、御助言を賜わったのを始め、土地所有者である勝谷土地改良組合（事務局長・森山亮

夫氏）には、遺構の保存に関して御高配を得た。また、本書の製作に崎って、武庫川女子大学

薬学部安田博幸教授、奥野礼子氏には土器に塗布されている赤色顔料物質の分析に関して、

玉稿をいただいた。さらに、気高町教育委員会吉村善雄氏には貴重な資料の提供を受け、奈良

県立橿原考古学研究所石野博信・泉森絞氏には御助言をいただいた。

3. 資料整理及び本書の製作は、関西大学文学部考古学研究室で臼った。本書の第 I章は萬

谷幸芙・山田貴賀子、第 II章 1 は米田文孝、 2 は藤田和尊、第 1II章 l は米田•藤田、 2-Aa

は西岡誡司、 2-Abは山上弘、 2-Acは西岡・ト部行弘、 2-B・Cは合田茂伸、 3は藤田、

4は上田睦、 5は合田、第N章は米田が分担して執筆し、全員で検討してとりまとめた。第

V章 lは安田博幸・奥野礼子氏の玉稿をいただき、 2は合田、 3は西岡、 4は上田・山上が

分担して執筆した。

4．図面の作成は執筆者全員が分担した。写真は、遺構、遺物とも主として山上が担当し、遺

物写真については、卜部が補助した。編集は米田が担当した。

5.本書の製作にあたっては、上記関係者に加えて、山口卓也・服部聡心・顧野耕平・柿沼菜

穂・丹原佐智子・森久美子・長浜幸子ら関西大学文学部考古学研究室の諸氏の援助を受けた。

6. 出土遺物実測図の縮尺は、土器については 1: 4、土錘・硯・鉄製品については 1: 2に

統一した。文中の遺物番号は挿図、図版中の番号とも全て統一した。

7. 本書に掲載した周辺遺跡分布図は、建設省国土地理院発行の二万五千分の一地形図、「浜

村」・「鹿野」を複製した。

8. 本書に使用した遺構分類記号は SB:建物、 SD:溝、 SK:土腺、 sx:墳墓である。
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第I章位置と環境

てらうちぎょうなん

寺内京南遺跡は、弥生時代後期以降鎌倉時代まで断続的に営まれた複合遺跡で、行政区画J:.

は、鳥取県気高郡鹿野町大字寿内字京南・東千学に所在する。以下、地理的環境は第m童 1に

ゆずり、ここでは歴史的環境を中心に述べていきたい。

気高郡内では縄文時代の遺跡として明確なものは存在せず、遺物散布地が数ケ所指摘される

のみである。鹿野町閉野の局部磨製石斧、気高郡高江および斐沢見の打製石斧、下光元の磨製

石斧、殿の凹石など、各々単独の採集品で、発掘調査によって明確に蝿文時代に比定し得る遺

物は、気高町八東水・短尾遺跡(24)出土の縄文中期の土堺片数点のみである。短尾遺跡ではさら

に有舌尖頭器の出土も知られており、遺跡のヒ限か旧石甜時代にまで遡り得る可能性かある。

弥生時代になっても鹿野町ては明確な遺構を伴わずに、寺内廃寺遺跡（2)、今回報苫の寺内京

南遺跡(1)などで芦干の弥生土指片の出土が知られるのみである。また、気高町上原遺跡(33)、会

下郡家遺跡(28)では、各種の遺構とともに弥生土茶などが検出されているが、特に会下郡家遺跡

においては、ほぼ正五角形のプランをもつ弥生時代後期の竪穴住居跡の他、数多くの竪穴住居

跡、土塙などの存在か知られる。また、奥沢見・船戸遺跡(38)では、弥生土活底部とともに、打

製石錘、石斧、石鏃などが出上しており、宝太・高浜遺跡(34)では弥生後期の土昇計片か、知尾遺

跡(24)ては弥生土盆のほか鉄鏃、石鏃、石錘、石包J―、石斧、只製品などが採集されている。

古墳時代になると、丘陵裾部や尾根上に数多くの古墳が造営される。鹿野町では約130鵡、

気高町では約400基が確認されている。

古墳時代前期の古墳としては、気高町二本木古墳群(56)中の―一本木 7号墳かあろ。南北17m、

東西22mの方墳で、地山成形後盛土を施して築造されている。主体部は 4基の土瞳よりなる。

墳汀：中央部溝内で小形堺台、）胡溝からは複合口縁を持つ壺形土堺が出土しており、鍵尾II式期

と報白されている。

古墳時代中期にはいると、古墳数に若十の増加がみられる。勝見．勝見古墳群(43)中に所在す

ろ勝見15号墳・ 17号墳は小円墳で、小形の箱式石梢を内部主体とすろ。 15号墳には、板状節罪

安山岩を使用したV字状石枕が認められ、また17号墳からは｛方製捩文鐙の出土が伝えられてい

る。また、下坂本・西山古墳群(54)中には、全長47mの西山 1号墳が、八束水・八東水古墳群(39)

中には全長38mの八束水 7号墳が知られろ。いずれも、］心取県下では例の少ない前方後方墳で

ある。

古墳時代後期になると、狭隣な平野部に国した匠陵に群集墳か形成される。鹿野町および気

高町の平野部は旧河内）IIの氾濫原上に発達したものであるが、度軍なる流路変夏のため 3ケ所

の平野部が形成され、これらは丘陵によって各々隔てられている。このような地形的な理由の
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鹿野町

1.寺内京南遺跡

2.寺内廃寺遺跡

3.宮谷遺跡

4. 中園遺跡

5.宮方遺跡

6.石ケ谷遺跡

7.東中園遺跡

8.寄馬場遺跡

9.木梨遺跡

10.梶掛遺跡

11.出百姓遺跡

12.古仏谷遺跡

13.梶掛古墳群（10基）

14.重山古墳群 (23基）

15.東中園古墳

16.西中園古墳群（10基）

17.寺内・田仲古墳群（18基）

18.神越谷古墳群（10基）

19.馬池古墳群（10基）

20. 出百姓古墳群 (14基）

21.口水谷古墳群 (3基）

22. 閉野1号墳

23.西中園横穴群 (5基）

気高町

24.短尾遺跡

25.北短尾遺跡

26.西浜遺跡

27.八幡遺跡

28.会下郡家遺跡

29.睦逢遺跡

30. 山宮笹尾遺跡

31.山宮茶山畑遺跡

32. 山宮阿弥陀の森遺跡

33.上原遺跡

34.高浜遺跡

35.常松第2遺跡

36.下坂本遺跡

37.夏ケ谷遺跡

38.船戸遺跡

39.八束水古墳群 (54基）

40.下原古墳群 (6基）

41.会下古墳群 (7基）

42.谷奥古墳群（18基）

43.勝見古墳群（18基）

44.睦逢古墳群 (29基）

45.郡家古墳

46. 山宮東古墳郡 (6基）

47. 山宮西古墳群 (5基）

48.上原古墳群（15碁）

49.飯里古墳群 (5甚）

50.殿古墳群（44基）

51.浜村古墳群 (2基）

52. 日光古墳群 (2基）

53.矢口古墳群 (3基）

54.西山古墳群 (4基）

55.下坂本古墳群（38基）

56.二本木古墳群（20基）

57.重高古墳群（18基）

58.土居古墳群 (5基）

59.宿西古墳群 (2基）

60.宿東古墳群 (3甚）

61.宿北古墳群 (5基）

Tab. 1 周辺遺跡地名表
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62.西分古墳群 (6基）

63.戸島古墳群（11基）

64. 山崎古墳群 (3基）

65.加美美都古墳群(15基）

66.下光元古墳群（10碁）

67.常松古墳群 (2基）

68.宝木古墳群 (32基）

69.酒津古墳群 (3基）

70. 奥沢見2号墳

71.会下横穴群

72. 日光横穴群

73.漆谷横穴群

74.戸島横穴群

75.西分横穴群

76.宿北横穴群

77.加芙美都横穴

78.加美美都横穴群

79.大杉横穴群

80.堤谷横穴群

81.奥沢見横穴群

A.加知弥神社

B.志加如神社

C.板井神社
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ためか、この時期に至り、古墳群

のあり方に明瞭な小地域性の反映

が看取される。

西側地域の永江川水系に伴う平

野部を東西から見おろす丘陵上に

は八束水(39)、下原(40)、会下(41)、睦

逢(44)、山宮西(47)、上原(48)、飯里(49)、

殿(50)、寺内・田仲(17)、山宮東(46)、

谷奥(42)の各古墳群が存在する。多

くが径10m程度の円墳によって構

成されるが、主として丘陵裾部に

密集して造営されている。

内部主体はいずれも奥壁 1枚、

側壁各 2枚の板状節理安山岩を立

Fig. 2 閉野（ I)・寺内廃寺(2 • 3 • 4)遺跡出土石器実測図 位に使用し、その上に天井石を 2

枚重ねた形を陥本とする在地型の

横穴式石室か、弥生時代以来伝統

的に内部主体に採用されている箱

式石棺墓であって、横穴墓はほと

んどみられない。

この横穴式石室は、奥壁側天井

石1枚を欠失する以外はほぼ完存す

る西中園8号墳(16)を椋式として「西

中園型石室」と呼称するならば、

；
 ー］三，3□08言

--7----／ノ4 丁＝nデ，
゜

kkm 

Fig. 3 西中園8号墳出土遺物実測図
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その分布は東伯郡北条町土下古墳

群を西限とし、鹿野町東中園古墳

(15)、口水谷古墳群(21)を東限とする。

また、その分布は、板状節理安山

岩の産出地闘辺に阪定される。

中央地域の浜村川流域とその南

方には、勝見(43)、重山(14）、西中園

(16)、馬池（19)、出百姓(20)、口水谷(21)、

神越谷(18)、浜村(51)、日光(52)の各古



I 位置と環境

墳群が形成されている。多くは小円墳で丘陵から平野部に向かって派生する支尾根上に造営さ

れている。西中園古墳群などの西中園型石室と横穴墓で構成されるもの、重山古墳群などの箱

式石棺を主体部にもつ小円墳、方墳で構成されるものなど、群構成に多様性がある。

この箱式石棺には、特殊な形態を示すものも存在する。神越谷 6号墳（18)と、後述する東側地

域の下光元3号墳(66)がそれで、長さ 2m、幅0.5m程度の内法を有し、板状節理安山岩を立位に

使用した後、割石をその上に小口積みするものである。天井石は、石棺に不相応の巨大なもの

を使用する。下光元3号墳では、山陰W期の須恵器が出土している。

河内川流域の東側地域においては、多くは支尾根上に前方後円墳、前方後方墳を核とする群

集墳が形成される。特に、二本木古墳群(56)、重高古墳群(57)、土居古墳群(58)の関係は、限定され

た小地域内での重層構造を具現している。さらに下光元(66)、加美美都(65)、西分(62)、戸島(63)、重

高(5り古墳群のように、古墳群中に横穴墓群を包含するものもあろ。重高古墳群内の漆谷横穴(73)

は、平面正方形、断面三角形の家形（四注式・妻入）を呈しており、古式の横穴墓である。

ところで、西中園型石室には線刻壁画を施すものがある。隣接する青谷町阿古山22号墳は、多

数の舟・星などの線刻壁画が施されるが、殿15• 25号墳(50)、睦逢10• 11号墳(44)、西中園 8丹墳

(16)、漆谷横穴(73)などにも、木葉文を中心として認められる。

また、全国的に出土例の少ない銅婉を出土した谷奥 1号墳(42)は、墳丘、石室ともに崩壊が著

しいが、内部主体は西中園型石

室であり、築造期に埋納された

山陰w期、詢邑TK217型式併
行の須恵器の他、馬鐸、直刀装

具、金環、変形神獣鏡などの出

土が知られる。江戸時代、明治

44年の 2度にわたる盗掘に近い

状態での遺物発見であったた

め、各種遺物の出土状態などは

必ずしも明確ではない。

奈良時代の遺跡では、当遺跡

の北方約500mに寺内廃寺(2)が

ある。昭和53年から 3年間にわ

たる発掘調査の結果、寺院跡と

しての明確な遺構の検出はな

かったが、藤原宮式軒丸瓦や内

縁唐草文外縁素文の周縁を有す

ー可三三入
,-- 3 

応

、

J

I
,
/
4
＇ 

2 

Fig. 4 谷奥 1号墳出土遺物実測図
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る新羅系軒丸瓦など、多量の遺物が出土した。この新羅系軒丸瓦である細弁十二葉迎華文軒丸

瓦は、当遺跡の西方約 1kmに位置する上原遺跡でも同笥瓦が出土しており、関連が注目される。

上原遺跡(33)は、弥生時代から鎌倉・室町時代に及ふ複合遺跡であるが、特に大規模な掘形を

もつ掘立柱建物跡の配笛が、官衛における配置と共通性を有することから、気多郡街跡である

可能竹が強いとされている。他には、掘立柱建物跡群や倉庫跡などが検出されている睦逢遺跡

(29)、会下郡家遺跡(28)などがある。

さらに、平城京跡より出土した木簡中に「囚幡国気多郡勝見郷中男神部直勝見麻呂作物海藻

大贄壱籠六斤太」とあり、寺内・加知弥神社(A)、気高町宿・志加如神社(B)、虞沢見・板井神社

(C)の存在とともに有力な勢力の存在か推定され、注目される。

鎌倉・室町時代の明確な遺跡の検出はないが、門遺跡東北部で、ほ場整備に伴う基礎工事の

際（昭和55年 7月）、宝炭印塔、五輪塔が一群をなして出土（Fig.15 中世墓域）している。

また、寺内廃寺遺跡東北地区でも中世土塙墓群が検出されており、うち l埜は備前焼甕を使

用したものである。この備前焼甕は、間壁編年のIl1期前半に比定されるものである。

〔引用文献は省略した〕

0 10口
| l -------| 

Fig. 5 上原(I)・寺内廃寺 (2 • 3 • 4)遺跡出土瓦拓影
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Fig. 6 寺内京南遺跡出土五輪塔実測図 Fig. 7 寺内廃寺遺跡東北地区中世墓主体備前焼甕実測図
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Fig. 8 寺内廃寺遺跡東北地区中世墓実測図
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第II章調査経過

1.調査概要

遺跡は、昭和55年 9月19日、団体営中園地区ほ場整備寺内工区内で、烏取県教育委員会文化

財主事田中弘道氏による文化財パトロール中、ピット及び遺物の散布が認められたことにより、

その存在が明らかになった。鹿野町教育委員会は即日工事の一時停止措賞をとる一方、県教育

委員会と協議し、ほ場整備事業との調整をはかるために、当該遺跡の性格・範囲などの確認を

目的として発掘調査を実施することになった。

調査は鹿野町教育委員会（教育長・長岡健二）を主体とし、昭和55年 9月25日より 10月31日

までの予定で、社会教育主事・大空寿満を担当者として実施することになった。調査の実施に

あたっては、遺物の散布が濃厚に認められる北地区は全面発掘聞査、同じく遺物の点在が確認

された南地区は 2mX5mを基準としたトレンチ調査とすることに決定した。

ところが、調査の進展に伴い遺構はかなり削平・損傷を受けているものの、濃厚に遺存する

ことが判明し、遺跡範囲も字京南に止まらず、字東千学に及んでいることが確実になった。ま

た、天候不順、農繁期による調査袖助員確保の困難さなども重なり予定調査期間内に終了する

ことに困難が予想された。そこで、関西大学文学部考古学研究室（代表・網干善教教授）に援

助を要請し、 11月11日より、 9名が調査に参加することになった。しかし、 11月12日より予算

に制約され調査補助員の確保ができず、調査員のみで調査を実施した。 11月24日、調査現場に

おけるすべての作業を終了した。

調査成果より、ほ場整備が当初計画のとおり施行されると広範囲にわたり遺構の削平・損傷

が予想されるため、関係諸機関と協議した結果、遺跡想定範囲仝域について、ほ場基盤高を盛土

工法にて平均50cm上げ、保存することになった。

調査組織

調査主体 鹿野町教育委員会（教育長・長岡健二）

調査主任（兼事務局） 鹿野町教育委員会社会教育主事 大空寿満

調査員 関西大学大学院文学研究科 米田文孝

関西大学文学部史学・地理学科 白神典之西本安秀森田実上田睦

合田茂伸西岡誠司藤田和尊山上弘

調査補助員 井上龍二郎井上信男今本久美子上田かおる 上田すみえ勝田万亀野

甲破春枝鈴木憲男 田中かず田中淑子徳安こと 中原澄子西浦房子

古田梅野細谷みわ森山亮夫森山幸子山宮和子吉田守和田道興

調査指導 烏取県教育委員会文化課

調査協力 本通むつみ荘的田きみよ
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2.調査日誌抄

9月19日 鳥取県教育委員会文化財担当職員によ

り、遺物散布地として遺跡発見される。

9月29日 本日より現地調査を開始する。終日、

散乱した遺物の表面採集を実施する。

9月30日 一辺30mの方眼により基準杭を打つ。

遺跡北半部より調査を開始する。

10月1日 ほ場整備工事による削平当初の予想以

上に著しい。北地区北端でヒ°ット群を検出する。

10月2日 前日検出のヒ°ソト群（掘立柱建物跡群）

の精査。その範囲は周辺に拡大するらしい。

10月3日 北地区東北部の排土にかかる。

10月4日 北地区東南部で 1号竪穴住居跡検出。

10月5日 1号竪穴住居跡の南 5mでもう 1基の

住居跡を検出 (2号竪穴住居跡）。

10月10日 雨が4日間降り続け、午前中は水抜き

作業を実施する。午後より排土を開始する。

10月15日 北地区の排土及び一部精査を続行。

10月16日 北端部ヒ°、ノト群を再度精査。範囲は東

西10m、南北13mに及ぶことが判明する。

10月18日 ヒ°ット群を全て掘り上げる。

10月21日 北地区中央、 1号竪穴住居跡の西北4

mの地点で大型士城を検出する。

10月23日 1号竪穴任居跡内の精査。かなり 削平

を受け、床面密着の遺物は皆無である。

10月24日 引き続き 1号竪穴住居跡精査。炉跡内

で古式士師器（甑・甕・高杯）の出土をみる。

10月25日 1号竪穴住居跡の遺構検出に努める。

10月27日 2号竪穴住居跡内の精査を開始。西北

側に隣接して貯蔵穴状の土壊を検出、精査。

10月28日 2号竪穴住居跡中央部西側で、さらに

土城を検出する。同住居の精査を一応終える。

Fig. 9 調査風景（北地区）

II 調査経過

11月9日 排水溝の断面にかかった溝の検出を目

的として、 S1トレンチを設定する。表土排除

作業で 1日を終える。

11月10日 S 1トレンチで溝を検出する。

11月11日 本日より関西大学学生が調査に参加す

る。 1号竪穴住居跡の平面実測ならびに炉跡の

実測を行なう(13日に終了）。

11月12日 2号竪穴住居跡の精査後平面実測。

11月14日 北地区内の遺構について再び精査する。

新たにピット約10個を検出。北地区平面実測を

開始する (24日に終了）。

11月15日 北地区東北隅部で、ヒソ゚ トの配列から

遺構面がさらに東へおよぶ可能性が強まったた

め、拡張部を設ける。精査後、平面実測。

11月16日 1号竪穴住居跡および 2号竪穴住居跡

の写真撮影を行なう。

11月17日 北地区全景写真撮影のため終日清掃を

行ない、夕刻撮影を終了する。

11月18日 遺構範囲確認のため、遺跡南半部にS

2トレンチを設定し、掘り下げる。

11月19日 S 2トレンチで木棺直葬墓検出。ただ

し、前日夜半に及ぶ作業であったため、中央部

を分断していた。おおいに反省させられる。

11月20日 S 2トレンチ木棺直葬墓実測終了。 S

1トレンチも溝を掘り上げ、実測を終える。 N

1トレンチを新たに設定し、遺跡北半部でも S

1トレンチから続く溝を検出する。

11月23日 S 1 • S 2トレンチ写真撮影。排水溝

断面の実測、および写真撮影を終える。

11月24日 N 1トレンチの実測ならびに写真撮影

を行ない、現地における全調査を終了する。

Fig.10 調査風景 (N1トレンチ）
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寺内京南遺跡発掘調査報告

第III章遺跡と遺物

1.遺跡の立地

鹿野町の南方に登える標高920.6 mの鷲峰山とそれに連なる山塊から、北に向かって傾斜す

る急峻lj_斜面より派生した一文尾根が越路ケ丘丘陵である。

越路ケ丘丘陵は、標高 134.8 mをヒ゜ークとし、北方は気高町浜村に至る小丘陵に、南方は鷲

峰山塊に連続するものであったが、 旧河内川の氾濫により二者に分断され、現在みるような独

立丘陵状を呈するに至ったと推定される。

その証左は地質学的な検討によって得られるが、新第三紀鮮新世火山岩類下部（凝灰岩）屑

が南北に連続する事実は、このような状況を端的

に物語るものである。

さて、寺内京南遺跡は、この越路ケ丘丘陵の北

方約 200mの位置にあり、 1日河内川が形成した低

位段丘上に位置している。遺跡は標高34mから36

mまでの、 比較的平坦な地にあり、＇今回の調査で

確認した遺構は、舌状に張り出した先端部付近に

集中している。また、東北部付近を中心にして、

比高約 lmを測る段差が認められるが、これは、

現在本遺跡東方約 1kmに北流する浜村川の氾濫に

より形成されたものであろう。このように、本遺

跡は氾濫による集落の冠水・流失の危険性が低い、

微高地状を呈する当該地に選定されたのであろう。

次に、本遺跡周辺字限図に目を転じると、京

南・東千学を中心にして北側に接する四反田から

右廻りに南田、早焼田、西三角田、千学、上千学、

西千学、流田である。この、西に接する流田の小

字名からも遺跡の足下を襲った度重なる氾濫の激

しさがうかがえよう。

さて、寺内京南遺跡の基本的な層序および堆積

状況は、砂礫屑（段丘礫層）上にローム層（約70

cm)、さらにクロボク II層（約30cm）、クロボク I

-10-
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Fig.11 基本土層柱状図



物

ら

点

は

一

止

遺

け

下

で

口

、

と

づ

最

察

が

は

跡

置

の

観

跡

て

位

そ

面

遺

い

遺m

v
、

断

本

つ

古

は

は

、

に

も

て

別

い

と

最

っ

識

伴

こ

、

よ

の

を

た

で

に

層

難

っ

ち

格

II
困

至

う

性

同

の

に

た

の

と

り

る

れ

構

層

な

れ

さ

遺

I

か

ら

認

、

ク

は

知

確

れ

ボ

と

が

で

さ

口

こ

在

査

認

ク

る

存

調

確

。

す

の

の

り

る

認

そ

回

よ

い

確

く

今

層

て

を

や

。
II
し

異

ぅ

る

ク

達

差

よ

あ

ボ

で

の

で

口

ま

そ

[

）

ク

に

応

点

c

r

n

は

位

観

時

1

5

面

中

た

⑦

構

層

耀

け

層

遺

ム

、

受

土

期

ー

が

を

J

口

る

平

表

前

の

あ

削

代

ヽ

層

で

で

町

時

下

易

ま

狐

墳

は

容

面

，

＇

，

＇

，

＇

，

＇，＇，‘

勺

古

レ

的

上

＇

＂

＇

葛

淡

澤

糸

）

り

叫

闘

叫

＂

＂

．

口

疇

い

口

遭

z
ー
什
¥|
+

|

'
’
,
'
り
パ
｛

＇ ・
 

,
'
 

,

9

 ＇ ・
 

9

、．
 

9
,
 

9

9

 

9
,
 

＇ 9
,
 

＇ 
ヽ

,

9

 ＇ 
,
'
 ＇ 
,

9

 

,' 
,
'
 
9

,

 "W憶
'・ ,' 
9

,

 

,
'
 

’

▲

 

,
9
 

9
,
 
．
 

9

,

 

ー,'・ 9,
 

,' 
9

、

,
9
 

'~ 9

9

 

9
,
 

＇ 9
,
 

,

9

 

9
,
 

．
 '・
 

,' 
9
,
 

•9 

,' 

~' 
＇ 

● 寺内京南遺跡

□第4紀砂丘砂、沖積層（砂および粘土）
四＂斤第 3紀鮮新世火山岩類上部（安山岩・玄
武岩・熔岩流）

こ］新第3紀鮮新世火山岩類下部（凝灰岩）

9 4km 

←--- | - -

□所患3紀中新世鳥取層群河原火山岩層（玄
武右•安山岩）
□後期中生代逍入岩類（黒雲母花尚岩）
□後期中世代火山岩類（石英安山岩 ・流紋岩）

Fig.12 周辺地質図
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寺内京南遺跡発掘調査報告

むを得ない一面を持っているといえよう。

さらに、寺内京南遺跡の立地上の特徴をより明確に理解するために、周辺に所在する諸遺跡

の任意の地点より抽出した土層柱状医によって検討を加えておく。

まず、本遺跡が低位段丘上に位置するのに対し、気高町上原遺跡は、高位段丘上に位置する

という立地上の差異はあるが、基本的な層序ならびに土層の堆積状況は、寺内京南遺跡 (Fig.

14 、 Bl•B2•B3•B4) と同様、下層からローム層、クロボク層、床土・耕土となって

いるげig. 14、A1 • A 2)。また、上）泉遺跡の北万約3kmの低位段丘上に位置する気高町会下

郡家遺跡 (Fig. 14、D1)においても近似した層序である。

M.N. 

＼
 

気高町

500m 

Fig. 13 周辺字限図

―-12-



Ill 遺跡と遺物

ところで、前述したように、クロボク I囮と 1I層の識別は平面では困難であるため、上原遺

跡ならびに会下郡家遺跡でも、その遺構面はクロボク層内に存在すると考えて大過ない。また、

各遺跡に共通する段丘上の立地と、屑序ならびに堆積状況からは、遺跡の選地が限定された地

理的条件を満たす地域について行なわれたことを示唆する。

なお、本遺跡の北方約500mの低位段丘端に位置する寺内廃寺では、東北部の一部 (Fig.14、

C 3)を除き、クロボク層が認められず (Fig.14、C1 • C 2)、浜村川に流入する小河川の度

重なる氾濫により、クロボク層と共に遺構も流失したものと考えられる。

さて、調査区の設定にあたっては、遺跡推定範囲南端に原点を定め、磁北方向に延長した中

軸線と東西30m離れて平行する軸線を設定した。その後、軸線上に原点から30mごとに基準点

を設け、各々東西方向に延長した。これにより、南北150m、東西60mの範囲に調査区を設定し

た。また、遺跡推定範囲の中央を分断する排水溝以北を遺跡北半部分、以南を遺跡南半部分と

した。なお、調査は遺跡推定面積約22,OOOm'のうち、遺跡北半部分で450m＼遺跡南半部分で

70m八合計520m勺こついて実施した。

57.0● 

ー。

_
 
_ A 

A.上原遺跡

B. 寺内京南遺跡

C. 寺内廃寺遺跡

D.会下郡家遺跡

I.表土、耕土、床土

2. 暗禍色粘質土層

3.クロボク I• II層
4. ローム層

5.段丘礫暦
6.褐色系粘質土暦

7.攪乱土

B• 

□
 

-325・ 

-・ • ・ 
Ct 

一疇．5•

C9 

o, 

Fig.14 周辺土層柱状図
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m 遺跡と遺物

a. 1号竪穴住居跡 (SB1) 

北地区の東南部で、ほぼ南北にならんだ2彗の竪穴住居跡を検出した。ここでは、北側を 1

号竪穴住居跡 (SB1)、南側を 2号竪穴住居跡 (SB2) と呼称する。また、 SB1炉跡付近

に据え置かれた台石や後述する排水溝の断面観察の所見などより、 SB 1、SB2とも、木来

はクロホク Il層内から掘り込まれ、床面も同層内にある可能性が高いが、ここては検出面（ロー

ム屑上面）を床面とした。

さて、 SB1は直径約 5mを測る円形プランの竪穴住居跡で、建て替えによる規模拡張のた

め、二重の周溝が認められる。ここては、当初掘削されたものを SB1-a、その後拡張され

たものを SBl-bとする。床向積はSB 1 -aが10.2m¥ S B 1 -bが13。7m2である。

SB 1-aの厨溝は、幅約 5cm～約30cm、深さ約 2cm～約 5cmで、北側および東側の一部が

切断されている。 SB 1 -bの周溝は、幅約10cm～約40cm、深さ約 2cm～約 8cmで、北側の一

部を除き、全周にわたって検出した。周溝内には径 5emf呈度の小ピ、ノトが数多くみられるが、

これは圃草の崩壊を防止する土留め川打込み杭の板跡と推定される。また、前述のように周壁

はほとんど失われており、壁高を知ることはできない。

SB 1の巾央部分には、径約85cmX約60cm、深さ約55cmの楕円形を呈する炉跡 (P128)かあ

る。この炉跡は、二段に掘り込まれて、内部には黒灰色土（炭化物を多量に含む）が充満しマ

おり、底には約35cmX約30cmX約20cmの一ー等辺三角形を呈する砂岩質の石を、底辺相当部分を

上にして縦方向に置いている。石の上面はほぼ平坦になっており、その上に覆い被さるよう

に甑形土沿 (Fig.38、 1) 1個体分が出土していろ。炉跡からは、他に甕形土辮3個体 (Fig.

39、2• 4。11）、高杯形土岱 1個体 (Fig.39、9)、 氏脚杯形土器2個体 (Fig.39、7• 8) 

か出1ごしている。なお、石には熱変を受けた痕跡は忍められなかった。

なお、柱穴らしきピットは全部で10｛固あるが、 SB1 - a に伴う主柱穴は、 P12•~P121 であ

る。主柱穴間の距離はいずれも 2m前後てある。また、 SB1-b への拡張にあだって P12•→

P129、P125→ P136への建て替えが考えられる。

一方、 SB1およびその周辺には、 6韮の土塙かある。 SK4は、 SBl-bの周溝外側か

ら西北約1.5 mにある。径約 1m X約0。7m、深さ約60cmで、楕円形を呈する。本土壕からは甕

形土器の口縁部 (Fig.40、18)か出土していろ。

SK 5は、 SB1-bの尉溝の欠損部分外側に位置しており、径約90cmX約60cm、深さ約20

cmで楕円形を皇する。

SK 6は、 SB1内の東側にあり、 SB 1 -bの固溝と重複して掘り込まれている。上部径

約55cmX約35cm、底部径約75cmX約50cm、深さ約40cmで、平面形は楕円形を呈し、断面は袋状

をなす。この土塙の底部付近から高杯形土岱杯部2個体 (Fig.39、5• 10)が出土している。

SK7は、 SK6の南方約1.8 mに位悶し、同じ <SB1-bの国溝と重複して、二段に掘
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り込まれている。径約60cmX約45cm、探さ約20cmの楕円形を呈する。

SK8は、 SB1内の西南部に位匿し、 SB1-aの局溝と重複して掘り込まれている。径

約90cmX約55cm、深さ約30cmの楕円形を爪する。
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／ 

Fig. 19 SK 6高杯形土器出土状況

b. 2号竪穴住居跡 (SB2) 

SK9は、 SB1-bの固溝

の外側に近接して掘り込まれて

おり、径約90cmX約80cm、深さ

約10cmで、楕円形を呈する。

SK6はその形態からみて、

SB  1-bに伴う貯蔵穴であろ

うが、その他の土痰の性格に関

しては不明である。

なお、これらの土城をはじめ、

周溝、柱穴およびその他のピ

ットなどの埋土は、いずれも黒

褐色粘質土である。

2号竪穴住居跡 (SB2)は、 SB1の南方約 5mに位置し、南北5.0mX東西5.Omのやや

胴張りのある隅丸方形フ゜ランを輩する。床面積は18.4m'を測る。

肖溝は、幅約 8cm～約30cm、深さ約 2cm～約 5cmを測り、北側および西側においては明確に

検出できたが、東側と南側は削平が著しく、痕跡程度にしか検出しえなかった。なお、西北隅

では、周溝は二重になっている。

また、北側の固溝の中央部やや西側から、 P142へ向かって、 L字状に延びる溝が検出された。

この溝は全体的には不明確ではあるが、周溝との連結部およびコーナー部と P142との連結部に

おいては明確に検出でき、幅約20cm、深さ約 2cmを測る。高低差を考えると、 P142の方より

コーナ一部が若干高いため、 P142からの排水溝として適当ではないといえ、間仕切に伴う溝と

しての性格を考えた方が妥当であろう。しかし、遺構の残存状況が極めて悪いため、本来の掘

り込み部分の状況が判明せず、断定は避けておきたい。

主柱穴はP142~pl45で、各柱穴間の距離は、 2.lm~2.2mを測る。また、 P,42の底には根固

めのものと思われる石が落とし込まれている。

SB 2の中央にも、 SB1同様、炉跡 (P146)がみられる。二段の掘形をもち、一段目は平

向形がほぼ四角形を呈する。二段目は円形を］［し、やや北側に寄せて掘り込まれている。

一段目の掘形は、東西約60cmX南北約60cmを測るいびつな円形を呈し、二段目の掘形は径約

33cm前後の円形で、深さは47cmを測る。また、炉跡内部には、黒灰色土（炭化物を多量に含む）

が充満していたが、出上遺物は認められなかった。

一方、 SB2の西北隅の外側に近接して、長径約1.4mX知径約0.9mの楕円形を呈し、深さ

約85cmを測る大型土壊（ SKll)が掘り込まれている。出土遺物は認められなかったが、 SB
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Fig. 20 S B 2実測図
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2に伴う貯蔵穴的な性格が推定されよう。

なお、 SB2の周溝．柱穴・ピット・貯蔵穴の埋土は、 SB 1および排水溝断面に観察される

S B 5 • 6 • 7と同様、いずれも黒褐色粘質土（クロボク）を基調としている。遺物は、西側

の周溝内などから若干出土したが、いずれも細片で図化できるものはない。

本住居跡の時期は、平面形からみて、 SB1より下るかもしれない。しかし、西側周溝内か

ら出土した土器は細片で図化できないが、 SB1のそれと胎土・色調・調整等が近似しており、

また、後述するように、当地方においては円形平面を呈する住居が残存する事実もみられるこ

とから、本住居跡と SB1とは併行関係をもつ可能性がある。

c. 掘立柱建物跡 (SB8~S 815) 

北地区の北半部において、 190余個のヒ°ット群を検出したが、視状では、総柱のもの 1棟を

含む 8棟の掘立柱建物跡が確認できる。

これらの建物跡には、一部柱穴相互の重複関係がみられるが、北地区西北隅のものから、掘

立柱建物跡I(SB 8)、掘立柱建物跡Il(SB9) …•掘立柱建物跡Vlll(SB15) とした。
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III 遺跡と遺物

---「——ャ
---—ーコこ ---

］ ：／ I : ＿ ： ：丁`ーエ：口：冒八
な//` P3 

｀賤9"一□皇―
I I I 

2m | 

―冒言瓢冒誓冒冒言皇

①P1 +NI ¢
ゞ

日g.22 SB 8実測図

S88 

1聞x2間の建物て、梁閻2.46m、桁灯4.08mを測り、桁行方位はN-23'.:..Eである。柱穴は

pl~p6を数え、各柱穴間距離は、 2.46 • 2. 10 • 1. 98 • 2. 46 • 2. 04 • 2. 04mを測る。 1尺を30cm

とすれば（以下、 1尺＝30cm)、8.2尺Xl3.6尺の建物となる。貼上の施された痕跡がある。

SB 9 

1間X1間の建物で、梁間3.66m、桁行4.14mを測り、桁行方位は N-36'.:..Eである。柱穴は、、

P24~P27を数え、各柱穴間距離は、 3.66 • 4. 08 • 3. 66 • 4. 08mを測り、 12.2尺Xl3.6尺の建物

である。遺物は検出できなかった。また、床面の SK1は受熱・赤化している。

S810 

1間X1間の建物で、梁閻3.06m、桁行3.90mを測り、桁行方位はN-2岱 Wである。柱穴は、

p56~p59を数え、各柱穴閻距離は、 3.06 • 3. 90 • 3. 00 • 3. 92mを測り、 10.2尺Xl3尺の建物で

ある。遺物は検出できなかった。

SB11 

1間X1間の建物で、梁間3.03m、桁行4.38mを測り、桁行方位はN-37°-Eである。柱穴は、

p63~p66を数え、各柱穴間距離は、 3.03 • 4. 38 • 3. 00 • 4. 36mを測り、 10.1尺Xl4.6尺の建物

-23-
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Fig. 23 SB 9実測図

である。遺物は検出できなかった。

S 812 

1間Xl間の建物で、梁間1.68m、桁行2.37mを測り、桁行方位はN-25'...Wである。柱穴は、

p70~P73を数え、各柱穴間距離は、1.68 • 2. 37 • 1. 68 • 2. 36mを測り、 5.6尺X7.9尺の建物で

ある。 P71から木片が出土した他は、遺物は検出できなかった。

S813 

1間X2間の建物で、梁間2.70m、桁行4.20mを測り、桁行方位はN-8守Eである。柱穴は、

p80~P85を数え、各柱穴間距離は、 2.70 • 2. 22 • 1. 98 • 2. 72 • 2. 04 • 2.16mを測り、 9尺X14

尺の建物である。遺物は検出できなかった。

S 814 

2間X2間の総柱建物で、梁間3.90m、桁行5.40mを測り、桁行方位は N-6"-Eである。柱

穴はP91~p99を数え、各柱穴間距離は、1.95 • 1. 95 • 2. 68 • 2. 72 • 1. 92 • 1. 98 • 2. 70 • 2. 70m 

を測り、 13尺X18尺の建物である。遺物は検出できなかった。

-24-



III 遺跡と遺物

r------

'QI P36 

霞m @I  
| 

I 料2 N115E2.5-t-l 
I 

戸← SB10 ー゚ーロ
三凸

。

隕

m

I

⑦
|

1
、
1

1

1

P159 

一

Fig. 25 S B11実測図

-25-

゜

SB 11 

Fig. 24 S B10実測図

亨

ク／
5
 
2
 
E
 

十
ーー
z
 

｀ ` い

゜

PM 



寺内京南遺跡発掘調査報告

＇ P73 

◎◎ 
P77 PJi 

p72 

気ぼ990 ， 

＼；  

SB 12 

S 815 

1間X1間の建物で、梁間

2.10m、桁行2.70mを測り、

桁行方位はN-82」wである。

柱穴は、 P1oa~P106を数え、

各柱穴間距離は、 2.70 • 2. 10 

)̀: 
而1

2m 

• 2. 70 • 2. llmを測り、 7尺

X 9尺の建物である。遺物は

検出できなかった。

これらの掘立柱建物の時期

については、出土遺物がない

ため不明であるが、 8棟すべ

ての建物に関して尺度の使用

が想定でき、奈良時代以降の

可能性が高い。

： 言言三

Fig. 26 S 812実測図

また、これらの建物はその

P85 ~!_三。
cP90 

P84 

` I 
1 息
I 

I こ

~~ I 

◎ I 

［；ー?~-~• SB~ニー
□ニロニ｀’

Fig. 27 S B13実測図
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桁行方位により、数グルー

プに分けることができる。

まず、 SB8はN-23"...E

でこれをAグループとする。

次に、 SB9とSB11はそ

れぞれN-36主と N-3戸E

でほぼ同じところからこれ

をBグループとする。 SB

10とSB12は、それぞれN

-23°-WとN-25°-Wでこれを

Cグループとする。 SB14 

はN-6"...Eで、これをDグ

ループとする。

また、 SB13はN-8°-E

-27-



寺内京南遺跡発掘調査報告

で、 SB15はN-82バWであるが、 SB15の梁閻は N-8主であり、 SB13の桁行と同じところ

から、これをEグループとする。

Aグループを除いて、建物相互の重複からは、 B~Eグループはいずれも同時に存在し得ず、

村穴相互の電複関係は、 B→ CおよびD→ Eの変遷が考えられることから、各グループ間の前

後関係として、 B→ C→ D→ E•B→ D→ C→ E•B→ D→ E→ C • D• B• C• E•• D→ 

B→ E→ C・D→ E→ B→ Cの6通りを考えることができる。これらの掘立柱建物群の性格に

ついては、現在のところ不明である。

なお、本地区東北隅の拡張部において、袋状を呈するヒ゜ソト (P15~P11) を検出した。クロ

ボクを埋土とするため、柱痕は認め得なかったが、いずれも掘立柱建物群を形成するものと考

えて大過ない。 P15より西方向に設定したトレンチの所見によると、ますクロボク II層を除去、

黄褐色ローム層の上面より掘形を掘り込み、柱を設置した後、クロボク l層を埋土とし、さら

に黄褐色ロームとクロボクの混合土で、貼土をおこなったものであろう。

これら 3基のピットから建物の全容を確認することは困難であるが、このような入念な造成

のあり方は、張床中より出土した伯目瓦片〔10条／cmXlO条／c叫 (PL16、59)の存在を考慮に

入れるとき、北方約500mに所在した寺内廃寺および、西方約 1kmに所在する気多郡街の可能

性が高い上原遺跡との関係を想定することができよう。

なお， S B-8を構成するピット群のうち、 P-4にはこの貼床が及んでいることが確認で

き、少なくとも SB-8には全面に貼上が施されている可能性が高い。
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柱閻 梁閻距離（m) 桁行距離 (m) 面積 (mり 桁行Jj位

S B 8 1 X 2 P4-p5 2.44 p1-P5 4.08 9. 96 N-23"-----E 

S B ， 1 X 1 p24-P25 3.68 p25-P26 4.14 15.24 N-36°-E 

S B 10 1 X 1 p56-P57 3.06 p57-P58 3.90 11. 93 N-23°-W 

S B 11 1 X 1 p63-P64 3.03 p64-P65 4.38 13.27 N-37o_E 

S B 12 1 X 1 p70-P71 1. 67 p71-P72 2.37 3. 96 N-25°-W 

S B 13 1 X 2 p80-P81 2. 70 p81-P83 4.20 11. 34 N-8o_E 

S B 14 2 X 2 p,1-P,3 3. 90 p93~p95 5.40 20.95 N-6°-E 

S B 15 1 X 1 p103-P106 2.10 p103-P104 2. 70 5.67 
N-82こ w
(N-8二 E)

Tab. 2 掘立柱建物跡一覧表

ヒ゜ソト番号 平面形 掘形法量 柱痕法量 深 さ

P1 楕円形 44 X 36 16 X 14 16 

P2 

s B 8 
p3 柘円形 約 44X 40 約 20X 20 約 18

p4 円 形 50 X 約 50 30 X 約 30 約 24

p5 楕 1月形 48 X 40 19 X 18 17 

p6 円 形 44 X 38 28 X 26 25 

p7 円 形 20 X 20 12 X 10 13 

p8 円 形 20 X 18 12 X 10 12 

p, 円 形 20 X 20 10 X 8 8 

p10 楕円形 30 X 26 19 X 13 

Pn  楕円形 28 X 20 12 X 8 5 

P12 円 形 24 X 24 10 X ， 17 
p13 円 形 19 X 19 10 X 6 20 

p14 楕円形 25 X 20 12 X 10 8 

P15 楕円形 20 X 20 ， 34 

袋状ヒ゜ソト p16 円 形 6 X 6 5 

p17 円 形 40 X 36 16 X 14 26 

p18 楕円形 21 X 16 8 X 7 25 

P19 円 形 22 X 20 ， X 8 24 

P20 円 形 27 X 24 16 X 12 18 

P21 円 形 29 X 27 11 X 10 

P22 円 形 22 X 18 10 X 7 

p23 楕円形 17 X 17 14 X ， 11 
p24 円 形 40 X 40 20 

s B ， P25 円 形 26 X 26 11 X 10 29 

P26 楕円形 24 X 19 19 

Tab. 3 北地区ピット一覧表（1)
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ピソト番号 平向形 掘形法箪 柱痕法呈 深さ

s B ， p27 円 形 13 X 12 6 X 5 ， 
p28 楕円形 30 X 28 28 X 26 21 

p29 円 形 58 X 52 1 1 X 10 23 

p30 円 形 16 X 16 10 X ， 17 
P31 楕円形 23 X 16 14 X 12 32 

p32 円 形 24 X 22 13 X 12 32 

p33 円 形 24 X 24 14 x 13 35 

p34 楕円形 34 X 32 13 X 11 23 

p35 円 形 18 X 18 12 X 12 37 

p36 楕円形 25 X 18 22 X 13 12 

p37 楕円形 21 X 19 18 X 17 19 

p38 円 形 28 X 20 17 X 14 21 

p39 円 形 23 X 22 16 X 16 21 

p40 円 形 26 X 25 12 X 10 23 

p41 楕円形 30 X 30 17 X 12 29 

p42 楕円形 18 X 13 8 X 6 7 

p43 楕円形 23 X 22 18 X 16 13 

p44 円 形 26 X 24 14 X 10 13 

p45 円 形 11 X 7 6 

p46 楕円形 20 X 14 6 X 5 10 

p47 円 形 39 X 33 28 X 21 10 

p48 円 形 22 X 21 15 X 10 16 

p49 円 形 20 X 20 10 X 11 

p50 円 形 29 X 29 26 X 22 7 

p51 楕円形 26 X 16 18 X 10 ， 
p52 円 形 15 X 15 8 X 6 2 

p53 円 形 24 X 22 6 

p54 円 形 32 X 27 18 X 13 35 

p55 円 形 16 X 14 12 X 10 6 

p56 楕円形 77 X 40 ， 
p57 円 形 22 X 22 30 

s B 10 
p58 円 形 24 X 20 ， X 8 6 

p59 楕円形 23 X 18 32 

p60 円 形 13 X 13 10 X 8 6 

p61 楕円形 26 X 19 12 X 11 10 

P62 円 形 24 X 21 14 X 13 

p63 円 形 42 X 40 19 X 19 18 
s B 11 

p64 円 形 16 X 16 12 X 10 6 

Tab. 4 北地区ピット一覧表 (2)
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ピット番号 平面形 掘形法量 柱板法量 深さ

p65 楕円形 37 X 22 14 X 12 11 
s B 11 

p66 植円形 30 X 25 25 X 10 42 

p67 楕円形 25 X 16 16 X 12 17 

p68 円 形 22 X 18 8 X 6 15 

恥， 円 形 14 X 12 26 

P10 楕円形 20 X 14 7 X 5 10 

p71 楕円形 35 X 28 13 X 10 19 
s B 12 

p72 楕円形 39 X 30 12 

p73 円 形 20 X 19 14 X 14 8 

p74 楕円形 24 X 15 12 X 12 11 

p75 円 形 20 X 17 16 X 15 5 

p76 円 形 25 X 22 22 X 17 4 

p77 楕f月形 24 X 24 14 X 12 20 

p78 楕円形 35 X 29 23 X 19 46 

p79 楕円形 40 X 30 26 X 24 16 

恥。 円 形 36 X 35 18 X 16 27 

p81 楕円形 49 X 40 68 

p82 楕円形 36 X 27 14 X 12 16 
s B 13 

p83 楕円形 32 X 28 11 

p84 楕円形 33 X 29 22 X 18 38 

p85 楕円形 42 X 28 18 X 17 37 

p86 円 形 12 X 10 16 

p87 楕円形 22 X 12 16 X 10 23 

p88 楕円形 23 X 16 20 X 13 16 

恥， 楕円形 25 X 22 17 X 17 18 

p,。 楕円形 30 X 26 18 X 17 36 

P91 円 形 18 X 18 15 X 14 26 

p,2 円 形 18 X 18 13 X 10 20 

p93 円 形 25 X 24 13 X 10 21 

p94 楕円形 44 ? X 26 10 X ， 19 
s B 14 p,5 円 形 26 X 25 10 X ， 17 

p96 楕円形 23 X 21 14 X 14 21 

p97 楕円形 30 X 29 14 X 8 21 

p,8 楕円形 30 X 23 17 X 17 28 

恥， 円 形 32 X 29 17 X ， 19 
P100 楕円形 30 X 28 20 X 17 38 

p101 楕円形 33 X 32 17 X 13 24 

P102 円 形 31 X 29 17 X 11 32 

Tab. 5 北地区ピット一覧表 (3)
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ピ ソト番号 平面形 掘形法量 柱痕法量 深 さ

p103 楕円形 37 X 27 12 X 12 23 

s B 15 
p104 円 形 25 X 24 17 X 17 26 

p105 楕円形 32 X 26 24 X 19 12 

p106 楕円形 31 X 26 16 X 14 34 

p107 楕円形 30 X 20 13 X 12 ， 
P10s 円 形 25 X 25 12 X 11 

p109 円 形 27 X :Cl 14 X 12 

P110 楕円形 42 X 41 17 X 16 29 

p111 楕円形 32 X 21 22 X 20 44 

P112 楕円形 22 X 16 12 X 12 16 

p113 楕円形 27 X 20 16 X 14 20 

p114 円 形 16 X 15 10 

p115 円 形 28 X 26 16 X 12 12 

P116 楕円形 22 X 18 17 X 12 11 

P111 楕円形 21 X 21 17 X 14 15 

p118 楕円形 34 X 26 22 X 16 28 

p119 楕円形 40 X 32 22 X 18 40 

P120 円 形 30 X 30 20 X 10 31 

P121 楕円形 30 X 21 

P122 楕円形 30 X 27 20 X 19 17 

p123 円 形 24 X 33 18 X 18 20 

p124 楕円形 44X44? 26 X 20 55 

p125 円 形 30 X 28 10 X ， 73 
p126 楕円形 25 X 21 49 

p127 円 形 48 X 48 25 X 19 47 

p128 楕円形 (85 X 60) (40 X 37) 55 

P129 楕円形 40 ? X 30 27 X 17 53 

P13o 円 形 32 X 32 42 
s B 1 

p131 楕円形 38 X 27 55 

P132 円 形 20 X 20 27 

p133 楕円形 46 X 36 8 X 8 26 

p134 円 形 28 X 27 46 

p135 楕円形 28 X 24 22 

p136 楕円形 29 X 25 13 X 13 27 

p137 楕円形 24 X 20 21 

p138 楕円形 38 X 21 11 X 10 21 

p139 楕円形 43 X 40 23 X 23 27 

p140 円 形 22 X 20 30 

Tab. 6 北地区ピット一覧表 (4)
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ピット番号 平面形 掘形法量 柱痕法量 深さ

p141 楕円形 28 X 26 10 

p142 楕円形 52 X 48 30 X 28 28 

p143 楕円形 22 X 16 16 X 16 28 

p144 楕円形 38 X 29 19 X 15 44 
s B 2 

pl45 隅丸方形 40 X 32 16 X 14 49 

p146 不整方形 (60 X 60) (36 X 31) 47 

p147 円 形 18 X 16 6 X 5 5 

p148 円 形 12 X 11 6 

p149 円 形 22 X 21 10 X 10 4 

p150 円 ，形 29 X 27 13 X 12 ， 
p151 楕円形 12 X 10 6 X 4 7 

p152 円 形 12 X 10 6 X 8 8 

p153 楕円形 20 X 20 6 X 6 11 

p154 楕円形 4 X 4 11 

p155 楕円形 8 X 4 6 

p156 楕円形 4 X 3 3 

p157 楕円形 24 X 20 16 

p158 楕円形 22 X 18 10 

Tab. 7 北地区ピット一覧表（5)

B.土塀 (SKIO・ S K12) 

SBl、SB2周辺の土城については、第1II章 2-Aで述べたが、ここで他の主要な土塙の

位置•平面形・規模などについて記しておきたい。

S KlO 

SB 1の西約 6mに位置する。平面形は、上面で長径2.35m、短径1.95m、底面で長径1.87 

m、短径1.52mの楕円形を呈し、深さは現状で 0.5 mである。

埋土土質は黒褐色粘質土を碁調とし、埋土中に拳大から人頭大の砂岩質円礫（石皿、磨石各

1点を含む）および片岩10点と、土器細片 1点を検出した。この円礫は、土壊の上端に設置さ

れていたものが崩れ落ちこんだ状態で出土している。検出された土器片 1点は調査後不注意の

ため紛失したが、表採した土器片 (PL15 、 69) と同質であり~ SK 10とSB1は同時期の遺

構ではないと判断する。また、土壕内およびその付近には、土墟に伴う掘立柱あるいは打込柱

の柱痕は検出されておらず、柱を用いた上屋構造はなかったと思われる。

SK 12 

SB 2の西約 6mに位置する。平面形は、上面で長径2.45m、短径1.95m、頸部で1.15mと

0. 7m、底面で同じく1.3mと0.9mの楕円形である。断面形はいわゆる袋状を呈しており、深
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Fig. 31 SK 10実測図

さは現状で0.86mである。

埋土土質は黒褐色粘質土

を韮調とする。

埋土中には拳大以下の

円礫が12点検出されてい

る。礫は 1点頸部よりも

高い位置で検出されてい

ることから、原位置を保

ってはおらず上部からの

流入と考えられる。

他の遺構との関連は、

S K12の埋没時期が不明

のため把握し難いが、断

面形が袋状であることか

ら、住居跡に関連した貯

蔵穴である可能性がある。

c
 I゚

A 

゜

」

※ このような格子目の叩

きを施す軟質の土恭は、

中国地方においては、亀

山窯・勝間田窯産のもの

が知られている。ただ、

山陰地方では、米子市青

木遺跡にみられるように

少数の類例を見るにすぎ

ず、中世の所産であると

いう見解に止めるべきで

あろう。

」
忠・

゜

匹
井上男「青木遺跡出土の

須恵器系甕について」

「青木遺跡発掘調査報告

書m』 青木遺跡発掘調
査団 1978 

Fig. 32 SK 12実測図
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土塙番月 卓面形 上部径(cm) 衣部径(cm) 深さ (cm) 備 考

S K 1 楕円形 110X55 100X38 14 全面に受熱・赤化。

S K 2 楕円形 133 X 64 120X48 ， 
S K 3 楕円形 104X99 30Xl8 76 中央にピソトあり。

S K 4 楕円形 100X70 70X45 60 

S K 5 楕円形 90X60 60X35 20 

S K 6 楕円形 55X35 75X50 40 断面は袋状を呈する。

S K 7 楕円形 60X45 32Xl3 20 

S K 8 楕円形 90X55 74X37 30 

S K ， 楕円形？ 90X80 72X65 10 

S K 10 楕円形 235Xl95 187 X 152 50 

S K 11 楕円形 140X90 104X58 85 

S K 12 楕円形 245Xl95 130X90 86 断面は袋状を呈する。

Tab. 8 土壊一覧表

C. 溝（SD1) 

溝（ SD1)は、 N1トレンチ、 S1トレンチ、排水溝南壁断面に検出した。

SD 1はクロボク II層より掘削されており、後述する排水溝南壁断面Il地点の観察によれば、

その最下点レベルはローム屑のさらに下屑である淡褐色礫屈にまで達している。陥は上面で約

0.5m、底面で約0.2m、深さは約0.7mを測り、断面形は上方でやや外に開く U字形溝である。

SDlは、検出した各地点とも、同様の形状をもって、西南から延びる舌状微高地の主軸に

ほぼ直交して東南ー西北方向に掘削されており、確認し得た総延長は約47mにおよぶ。また、

N 1トレンチと S1トレンチで約 lmの高低差があり、西北に高く、東南に低い。

SD 1の埋土は、下屑がクロボク II屑土に鉄分の浸透したものであり、掘削当時、底面付近

でわずかながら水流があったものと理解できる。中層は、クロポク II屑と SD1の肩部を構成

するローム層との混合土で、クロボク II層土の流入とともに肩部ローム層が徐々に崩れたもの

と理解すべきであり、ここでも急激な埋没状況は想定し難い。上層は、 SB1~SB7などと

同様、クロボク l層がおおっている。

SD 1の固囲にはN1 • S 1トレンチとも多数の柱穴や小土壊が検出されたが、調査範囲が

限られ、かなりの削平も考えられるため、柱穴相互や SD1との関連は、不明である。

SD 1の出土遺物は、 N1トレンチでは複合口縁を有する甕形土苔且 (Fig.41、23• 24 • 27 • 

28)、器台形土器 (Fig.41、25)、高杯形土船（Fig.41、26)などが、 S1トレンチでは甕形土

浩 (Fig.42、29)、壺形土器（Fig.42、30)などが出土している。 N1トレンチの土浩は SD

1内の埋土上層にまとまって出土し、一括遺物として取り扱うことができよう。また、 S1トレ

ンチては壺形土岱 1個体分の破片が、横転した状態で出土している (PL.8、2)。
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亡］暗褐色土層 □クロボクとロームとの混合土層
区疇色砂質土層（クロボク I層） 冒〗クロボクに鉄分の浸透した土層

匿璽暗褐色砂質土層（クロボクII層）

Fig. 33 SD 1実測図 (N1トレンチ）
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巨黒褐色砂質土層（クロボク I層）

暗褐色砂質土層（クロボクII層）

33.90m 

2m 

□クロボクとロームとの混合土層
言クロボクに鉄分の浸透した土層

Fig. 34 SD 1実測図 (S1トレンチ）

3.遺跡南半部分の遺構

調査区を二分する排水溝以南を遺跡南半部分とし、遺跡範囲確認のため計 8か所のトレンチ

を設定したが、事前にかなり削平を受けていろことや調査費用、日数などとの関係で検出した
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遺構の性格を必ずしも明らかにすることはできなかった。しかしながら、 NOライン以南の 4

本のトレンチで各々若干数のヒ°ット、溝などの遺構が確認でき、遺跡範囲はさらに南方に拡大

することが判明した。ここでは、明確な遺構を検出したS2トレンチに限定して、述べること

にする。

S2トレンチ

遺跡範囲の確認を目的として設定した、南北4m、東西1.5mのトレンチで、中央付近で木

棺直非墓と推定できる上城を検出した。

土嫌は、クロボク I層より掘削され、おそらく楕円形平面を呈する掘形第 1段の中央をさら

に隅丸方形に掘り下げる、いわゆる 2段掘りのもので、その最深部は、掘形第 1段の肩部より

約 0.5 mを測る。なお、掘形第 1段は南側では検出できなかった。

掘形第2段の中央に、主軸をN-50主にとる、木棺様の施設を置くが、両側板は土圧により

大きくゆがんでいる。また、その構造は極めて特異である。すなわち、東北側小口部に 2本の

杭痕と推定し得る先細りのヒ°ットを保有する点で、北側のヒ°ットは東北側小口板と西北側側板

を、南側のヒ°ットは東南側側板を木棺内部より支持すると理解すべき箇所に位置している。

南・北両ヒ°ットともにその尖った底部は、土城基底である第13層（暗褐色砂質土層）の内部

にまで達しており、ピットの形状よりこれを杭痕とすれば、この木棺様の施設には底板の存在

しなかったことは明らかである。

なお、当トレンチにおいては、木材の痕跡は全て黄色細砂土として検出しえるものと推定で

き、先述の南・北両ピットの埋土をはじめ、稀薄に遺存した木棺の痕跡も同質・同色土である。

掘形第2段の肩部以下15cm程度までには、この黄色細砂土の散在がみられ、何らかの施設が存

在した可能性がある。

出土遺物は微量であるが、掘形第 1段埋上である第 5層 （黒褐色砂質土層）中位より出土

した鉄鏃・鉄鎌等の鉄器群が挙げられる。

60 • 61 • 62 • 65 • 66 (Fig.44)は、鏃身こそ検出し得なかったが、その法量・断面形より、

長頸式鉄鏃の茎部分と判断した。 60には上位に木質、下位に糸巻痕が、 62にも木質が遺存する。

また、 60• 61 • 62 • 66は、直径1cm前後の断面正円形を呈する筒状遺物中に入った状態で検出

された。これについては、その内面の木目痕が縦方向に走ること、非常に薄いものであること

から、鉄鏃装着時における桜皮顆の良好な遺存例として理解でき、鉄鏃は出土当時の状況や相互

の接合可能なものが存在しないことなどを勘案すると、少なくとも 5個体以上が埋納されたら

しい。ただし、周囲には攪乱の痕跡は認められず、欠失している理由は判明しない。

64 (Fig. 44)は鉄鎌茎部分の残欠で、都出氏分類のC類 1＊に相当するものであろう。また、

63 (Fig. 44)は断面が扁平な長方形を示す中空の不明鉄製品残欠である。

以上、出土遺物は微量であるが、これらより導き出されるこの木棺直葬墓の造営年代は、古
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墳時代後期、さらに限定すれば 7世紀以降をあてることができよう。

※ 都出比呂志 「農具鉄堺化の―二つの両期」 『考古学研究』 第13巻第 3号 1967 
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Fig. 35 木棺直葬墓実測図 (S2トレンチ）
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4.排水溝

ほ場整備事業の一環として幹線排水溝を設けるため重機で掘削された溝であり、断面図は排

水溝南壁を図化したもので、東西約83mにわたる。断面観察の結果、竪穴住居跡群や溝・土壊

と推定される遺構を確認した。また、地表面は、東端で標高34.Sm、西端で標高35.4mと西方

に行くにしたがって、漸次高くなっている。

基本層序としては、地山としての黄褐色ローム層の上に、クロボク II層（暗褐色砂質土）と

やや粘質度の高いクロボク l層（黒褐色砂質土）、黄掲色ロームとクロボクとの混合土である

暗黒褐色砂質土、そして表土（耕土）が覆っている。地山のローム屑は上位の粘質のもの（地

山l)と下位の砂質のもの（地山 II)に分けられるが、排水溝断面中央部分 (W2より東に 2

m周辺）で急激に砂質度が増加する。また、ローム層の下部には、洪積層であろ礫層（地山III)

が堆積している。遺構は、ほとんどがクロボク II層より掘り込まれたものであるが、すべて断

血観察のみの調査しか行えなかったため、クロボク II層内における遺構の掘形は不明なものが

多く、規模•平面形などの詳細については不明である。

以下、遺構として特筆すべき部分について詳述しておきたい。

I地点

E 3ラインより 7m西に存在する落ち込みは、溝状遺構か土塙かは不明であるが、上面で幅

40cm、深さ80cmを測る。埋土は上層と下層とに分けられ、上層はクロボク l層、下層はクロ

ボク l層よりやや粘質度の高い土であり、堆積状況より 2つの遺構が重複しているか、もしく

は2度の掘り込みを行っていると考えられる。後者のーように考えると、下層の遺構は地山掘り

抜きのもので地山II層（黄褐色砂質土）の下位、洪積礫層近くまで達している。また、東側に

は、やや西側に傾いて掘られた幅10cm、深さ10cmのヒ゜ソトも存在している。

II地点（溝）

E 2より1.5 m西に存在する落ち込みは、 N1トレンチと S1トレンチで確認された溝（S

D 1)の中間点に位置し、これより SD1の断面と推定できる。

断面図より見ると、上面で幅約 lm、深さ約 lmを測り、少なくとも 2度の掘削が行われ

ている。下屑遺構のヒ向は不明であろが、埋土はやや粘質度の高いクロボクであり、底は礫

層まで達している。下層遺構の埋土が黒褐色砂質土であるのに対し、上暦遺構は黒褐色砂質礫

混り土を埋土としており、両者は礫の混入の有無によって分層した。また、上屑遺構の東側には

杭状のものが打たれていたのか、鋭い落ち込みがみられる。

III地点

E 2より 8.5 m四に存在する落ち込みは、土塙か溝状遺構かは不明であるが、ローム層上面

で幅1.2m、深さ 30cmを測り、地山1IIの洪積礫屑まで達している。埋土は 2層に分かれ、上層
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（クロボク I暦）・ト層（クロホクとロームとの混合十）である。また、この追構の西側にはヒ°ノ

トと思われる幅20cm、探さ30cmの落ち込みがみられる。

N地点

0ラインより Sm西に存在すろ約40cmの間隠で的んだ2つの落ち込みで、東側が西方向に似

き、西側が東方向に傾いた丁度宜い合わせの状態で存在し、東側の方がやや深く、 25cmの深さ

である。

V地点（竪穴住居跡群。 SB3 ~SB  7) 

誹水溝断面のほぼ中央、 Wlより 3m程度西より断血中に土堺の合有率が増加し、さらにそ

こより西2.5m から喫穴住居跡群がはじまる。なお、この上器包含郎分は韮木士層序のクロボク

I屑にあたり、同時期と思われる。

仕居跡群は、断面より 5基の仕居闘が確認されたか、おおまかに分けて床血が地山面栢着の

もの (SB3・SB4・SB5) とクロホク II願内に仔在するもの (SB6・SB7) とに大

別できる。竪穴住居跡の番号は、北地区の竪穴伍居閾と通し番号で東倒の古いと思われるもの

より順次付与した。

次に、各仕居跡についてやや詳しくみていきたいと思う。

5B3(PL.9、1)

Wlより西に 5.5 mの位凶にあり、住屈跡群の中でも 1番遺存度の良いものである。クロボ

クII層上面よりの掘り込みで、断面長2.4m、深ざ 0.3mを測り、貼り床の状慇より 2田］の生活

面がな在することが判明する。ド面を SB3-a、1韮」を SB3-bとする。

SB3-aは貼り床のI旱さ 3cmを測り、床血は西側のレベルの方かやや高く、標高 34.65 m 

である。 SB3-aに伴う杜穴は、断面ては 2ケ所硝認でき、西側ヒ゜ソトは斜め方向に掘り込

んでいる。

SB 3-bは貼り床の厚さ 4cmを測り、 SB3-aの直上にある。貼り床印の西端には周溝

と思われる落ちも確忍でぎるが、炉跡・柱穴など住国跡付属の卯設は確認できず、卓面形か明

砥な SB1、SB2か床而中央部に炉跡を設店していることより類概すると、この住居跡断面

が中央部分の断面てはなく、中心綜からずれた断面てあると折定されよう。また、 SB3-b

に伴う柱穴は勘百より 2ケ所確認でき、西側ピ、ノトは斜めに掘られた SB 3 - aのピノトと市

複している。

次に、 SB3の構築順序としては、まず地山（ローム囮）まで胴削後、床面のレベルを合わ

せるためクロボクを入れ、その上に貼り床を設けていると考えられる。

SB 4 (PL. 9、2)

SB 3の西側、ほぼ同じレベルに存在する。{t:国跡中央には、上面40cm、深さ20cmを測る 2

段掘りの炉闘と忠われる落ち込みが忍められ、この断面かほぼ住居闊の中央断血ということか
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Fig. 37 排水溝V地点拡大図
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わかる。しかし貼り床遺存部分は少なく、炉跡より東で約 1m、西では SB 5と重複するこ

とによって、 60cm余りの遺存を認めるのみである。この住居跡に伴うと思われるピットより類

推し、住居跡断面長は少なくとも 4m以上であろう。

SB 5 

wzより約 4m西に存在し、床面には地山面に密着して厚さ約 3cmの貼り床を設けている。
この住居跡は残存長約2.8mを測り、床面高は標高34.70mである。住居跡東側には斜め

方向に掘り込まれた落ち込みがあり、西側には幅0.8m、深さ 0.15mの浅い落ち込みも認めら

れる。なおこの住居跡は SB4より約 5cm上位にあること、 SB4西端との重複関係などより、

SB 4より新しい時期と思われる。

SB 6 

SB5の上面に存在し、東側の貼り床の薄い部分と西側のややレベルの高い部分とに分けられ

る。これは、 SB5の拡張時に屋内高床部を設けた結果と推定される。

SB 6の東側は標高34.70 mで、貼り床は踏み固められたためか、 3cm前後と薄いのに対し、

西側の高床部は標高34.80mで貼り床部もやや軟質で土色も薄く、厚さも 10cm前後を測る。こ

の住居跡の残存断面長は3.45mを測り、高床部はZ.Zmを測る。また、住居跡東端は不明であ

るが、西側拡張部（屋内高床部）端には周溝とも想定できる落ち込みが認められる。

SB 7 

住居跡群では最も上位の標高約35.Omに位置する。残存断面長は約 4mを測り、ほぼ住居跡

の中央部断面と推定される。しかし、住居跡に伴う施設は、貼り床中央部の約 0.9 mの範囲で土

色の薄くなっている部分があり、ここに炉跡の可能性が認められるほかは不明である。

これらの竪穴住居跡はすべて断面のみの確認で、平面形や規模などの詳細は不明であるが、

ここで観察の結果判明した 2、3の事項について記しておきたい。

貼り床は、地山面密着のものはすべて堅く踏み締められており、断面を削るのもやや困難で

あるほど堅固であった。

次に、住居跡の構築法を SB3、SB 4より類推すると、下記のような順序で行われたと推

定されよう。

①地山面まで掘り下げる。

②床面高を揃えるためクロボクを入れる。

③ その上にローム土をのせ、丁寧に踏み締めて貼り床を設ける。この時、先に周溝を掘っ

ておき、周溝に沿って貼り床を行なう方法と、貼り床を行なった後、周溝を掘削する方法

の両者が考えられるが、ここでは前者で造成されたと推定される。

④貼り床を行なった後、柱穴や炉跡を掘削する。

また、 5基の住居跡の構築時期であるが、 SB3とSB4がほぼ同時期で、その次に SB5、
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SB 6、 SB7と連続して構築されたのであろう。

このように、排水溝の断面観察で 5基の竪穴住居跡が確認されたが、これはこの地域に相当

数の住居跡が重複関係を保持しながら存在していることの想定を妨げるものではないであろう。

なお、この住居跡群より東に15mの地点には先述した SD1が存在するが、両者の関係は不

明である。

VI地点

SB'1の四端より約2m、W3ラインより 2m東に位置する遺構で、クロボク II層より掘り込

まれている。上面で幅約30cm、深さ約30cmを測る。埋土は黒褐色砂質土（クロボク I層）のみ

である。またこれより東側 lmのところ、標高34.5mに位置する円形のブロ、ノクは、おそらく

斜めに入り込んだピットの断向であると推定される。

V11地点

W4より1.5 m東に存在し、溝状遺構か土塙かは不明であるが、クロボク II層より掘り込ま

れている。上面で幅約1.2 m、深さ約35cmを測り、地山面のローム層まで達している。また、

ここより約 2m西、 W4ラインより 5m西には柱穴と推定される落ち込みが認められる。これ

はクロボクrr層より掘り込まれ、幅約40cm、深さ約35cmを測る。
これらの遺構は、すべて断店のみの確忍であり、平面形・規模など不明な点が多く、また、

時期も遺物がほとんど採集されなかったため、不明である。しかし、断面のみでこれだけの竪

穴住居跡、柱穴、溝等の遺構か確認されたということは、前述のように、この地域には遺構が

多数存在することを十分想定させるものである。

5.遺 物（Fig. 38~44、PL. 11~18) 

出」遺物のうち、実測可能なものは全て図化（合計65点）した。 S2トレンチで検出された

鉄製品以外は、観察表で一括褐載した。観察表の記述にあたっては、下記凡例に従った。

土堺観察表凡例

〔遺物番号〕 本文・実測図・写貞を全て統一した。

［器種〕 一般的な分類・名称を用いた。

［出土地点］ 遺構・トレンチ等の名称を適宜用いた。

［形態と調整〕 上器を 3分（口縁部・｛本部・底部）した部｛立ごとに記述した。

〔胎土〕 肉眼による識別の可能な鉱物を記載した。鉱物の大きさ 0.5mm程度を中粒としたうえでそ

れを著しく逸説するものにういてはその大きさを付記した。星の多少は 1cm2当りの個数を記載し

た。

〔色調〕 土浩は、その断面蝕察によれば表面と内部では相当異なる色調を呈することが多いので、

外面・内面・断面として記載した。色調同定には標準土色帖＊を使用し、その記号も併記した。

なお、遺物は一部を除いて出土地点・出土状況の不明なものが多く、それらは全て採集遺物
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として扱った。

※小山正忠・竹原秀雄 『新版標準土色帖』 日本色研事業株式会社 1976 

出 土 位 置 遺 物 番 万rゴ

炉 跡 1・2・4・7・8・9・11 

s B 1 s K 6 5 • 10 
埋 土 3 • 6 

s K 4 18 
s B 8 

p 78 13 • 14 • 15 • 16 
i 

p 35 17 
s B 15 

表面採集 12 • 19 • 20 • 21 • 22 

N 1トレンチ 23 • 24 • 25 • 26 • 27 • 28 
s D 1 

S 1トレンチ 29 • 30 

s X 1 60 • 61 • 62 • 63 • 64 • 65 • 66 • 67 • 68 

排 水 溝 31 • 37 

表 面 採 集
32 • 33 • 34 • 35 • 36 • 38 • 39 • 40 • 41 • 42 • 43 • 44 • 45 • 46 • 
47 • 48 • 49 • 50 • 51 • 52 • 53 • 54 • 55 • 56 • 57 • 58 • 59 • 69 

Tab. 9 遺構・遺物対照表

遺物番号 0口縁部 0外面

器 種 形態と調整 0体部 胎土 色調 0内面 備 考

出土地点 0底部（脚部） 0断面

1 0内外面とも横ナテ。 細かい長石 01こぶい黄橙（lOYR7/Z) 口径は回転復原。
甑形土器 0左右対象に半環状把手を装着。その際外面 （少量） 01こぶい黄橙（10YR7/2) 外面に黒斑。
S B 1炉跡 には接合痕を消すため粗いハケメ。以下に 0にぶい黄橙（lOYR7/2)

縦力向ハケメ。内面は口縁下を横方向ヘラ
削り、その下を縦方向ヘラ削り。接合部に
粗いハケメ。

゜2 0外折して直線的に立ちあかる。端部はやや 石英、長石、 01こぶい黄橙（lOYR7 /4) 口径は回転復原。
甕形土器 肥厚。突帯は断面三角形てやや下方に延び 雲母、赤色 0にふい黄橙（10YR7/4) 口縁部外血には
S B 1炉跡 る。内外面とも横ナデ。 粒 (60粒程 0にぶい黄橙（10YR7/4) 煤付着。

゜
度）

゜3 0直口。内湾気味に立ち上がり、端部は丸み 微細な長石、 0全面に煤が付着し観察不 口縁部、体部と

甕形土器 を持つ。 石美(65粒） 能。 も器壁は厄い。

S B 1埋土 0内面ヘラ削り、外面横方向ハケメ (7条I 0にぶい黄橙（10YR6/3) 口径は回転復原。
cm)。 0にぶい黄橙（10YR6/3)

゜4 0突帯部までしか残存していないが、外面内 大粒石英、 01こぶい黄橙（10YR7/2) 肩部に黒斑。径
甕形土器 面とも横ナテ。突帯は断面三角形て水平に 微細な長石、 0にぶい黄橙（10YR7/2) は回転復原。
S B 1炉跡 心大9 i t, 1 0 石英（30粒） 0黄灰（2.5YR5/l) 

0外面横ナデ、内面ヘラ削りするも弱い。

゜
Tab. 10 遺物観察表（1)
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遺物番号 0口縁部 0外面
器 種 形態と調整 0体部 胎土 色調 0内面 備 考
出土地点 0底部（脚部） 0断面

5 0椀状杯部を有する。端部はあまい面をもつ。 微細な長石 0橙 (2.5YR6/6) 』焼成時、赤色に

高杯形土器 0外面は放射状のハケメ (7条／cm)を時計 (10粒） 0橙 (2.5YR6/6) 発色する素地。

SK6 まわりに施した後、強い横ナデで整える。 0表層：にぶい橙 (5YR 外面の黒斑周囲
内面は 2段のヘラ磨き（暗文）。杯部底部外 7/4) は発色していな
面には刺突痕。 深層：褐灰 (5YR5/1) い。脚一杯接合

゜
はいわゆる挿入
（付加）法。

6 

゜
長石、赤色 0赤橙 (10R6/6) 赤色に発色する

高杯形土器

゜
粒 (60粒） 0淡赤橙 (2.5YR7/4) 素地を用いる。

S B 1埋土 0ラッパ状に開き、端部及び接地面には面を 0浅黄橙（7.5YR8/4) 
持つ。外面横ナデ、内面はらせん状ハケメ
(12条／cm）。

7 0端部は明瞭な面を持つ。外面は横ナデ内面 石英、大粒 0浅黄橙（10YR8/3) 口径は回転復原。
低脚杯形土 は方向不定ハケメ (8条／cm)にナデ。 長石、赤色 0浅黄橙（10YR8/3)
器

゜
粒 (85粒） 0浅黄橙（10YR8/3)

S B 1炉跡

゜8 

゜
多くの長石、 0浅黄橙（10YR7.5/4) 低脚杯に多く見

低脚杯 0外面横ナデ、内面には指頭圧痕が残る。 石英、少翼 0浅黄橙（10YR7.5/4) られる底部外面
SBl炉跡 0内外面とも横ナデ。 の雲母 (30 0浅黄橙（10YR8/4) の小孔がない。

粒）

， 0外反し、端部にはあまい面をもつ。内面は 微細な長石 0にぶい黄橙（10YR7/3) 杯部底部の形成
高杯形土器 縦方向ヘラ磨き。外面は時計まわりに 2段 (40粒） 0にぶい黄橙（10YR6/3) は円盤充填によ
SK6炉跡 のハケメを施した後、横ナデ横方向ヘラ磨 0にぶい黄橙(10YR8/3) る。杯部内面に

きを行なっている。 は広範に黒斑が
0口縁部との間には段を持たず、内面中央若 見られる。口径
干の盛り上りを見せる。内面は放射状ヘラ は回転復原。
磨き、外面は脚部との接合部に縦方向ハケ
メと横方向ヘラ磨きを施している。

゜10 

゜
大粒、長石、 0淡黄 (2.5Y8/2. 5) 脚一杯接合面に

高杯形土器 0不明瞭な稜をもって内湾しつつ立ち上がる。 石英、赤色 0淡黄 (2.5Y8/2. 5) 多数の刺突痕。
SK6 やや大型品。外面ハケメ (13条／cm）後、脚 粒、雲母 0黄灰 (2.5Y6/l) 

一杯接合時に強い横ナデによって段を形成。 (24粒）
内面は観察しにくいがナデ。

゜11 0ほぼ一定の厚さをもって立ち上がる。開き 大粒石英、 0灰黄褐（10YR6/2) 外面に煤付着。
甕形土器 は少ない。端部上面は若干凹面である。内 微細な長石、 0灰黄褐（10YR6/2) 口径は回転復原。
SB 1炉跡 外面とも横ナデにより、突帯部付近は特に 雲母(35粒） 0浅黄橙（10YR6/2)

強い。突帯は断面三角形を呈し、ほぼ水平
に延びる。
0肩の張りは弱い。外面は、頸部は縦方向、
肩部は横方向、以下は方向不定のハケメで、
頸部 (8条／cm)以外は12条／cm、総じて雑。
内面はヘラ削り。

゜12 外法：底面巾4.1cm~4.2cmを測り、墨道に向 材質：暗灰色、緻密な粘板岩質 使用のため磨り
硯 かってやや巾広である。高さは現状で1.1 減っている。
表面採集 cm。肉厚は最も薄い箇所で0.2cm。

内法：墨池の巾 2.9cm 

13 手づくねによる。 細かい砂粒 0にぶい黄橙（lOYR7/2) 長さ 4.7cm、最
土錘 を含む 0暗灰 (N3/0) 大径10cm、孔径
P78 0にぶい黄橙（10YR7/2) 0. 3cm、外面に

赤色スリップ。

Tab. 11 遺物観察表（2)
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遺物番号 0口縁部 0外面
器 種 形態と調整 0体部 胎土 色調 0内面 備 考
出土地点 0底部（脚部） 0断面

14 手づくねによる。 細かい砂粒 01こぶい黄橙 (lOYR7/2) 長さ 4.2cm、最
土錘 を含む 01こぶい黄橙（10YR7/2) 大径0.9cm、孔
P78 0にぶい黄橙（IOYR7/2) 径0.3cm、外面

に赤色ス')、Jプ。

15 手づくねによる。 細かい砂粒 0にぶい黄橙（10YR7/2) 長さ 41 cm、太
土錘 を含む 0にぶい黄橙（10YR7/2) さ0.9cm、外面
P78 0にぶい黄橙（10YR7/2) に赤色ス＇）ソプ 。

16 手づくねによる。 細かい砂粒 01こぶい黄橙（10YR7/2) 長さ 6.1cm、太
土錘 を含む 01こぶい黄橙（10YR7/2) さ1.0cm、外面
P78 01こぶい黄橙（10YR7/2) に赤色スリ、ノプ。

17 0内弯ぎみに立ち上がり、中位において肥厚 石英、長石、 0浅黄橙（7.5YR8/3) 底部内・外に焼

土師質小皿 する。内外面に列状の指頭圧痕後、横ナデ。 雲母（30粒）、 0浅黄橙（7.5YR8/3) 成時のひひ割れ。
P 35 

゜
5mm大の赤 0浅黄橙（7.5YR8/3) 

op縁部に較べ器壁は厚い。内面は横ナデ。 色粒。
回転糸切り底。

18 0複合口縁の退化形態で、段を境に内折する。 微細な石英、 0灰黄 (2.5Y7 /2) 胴部内面は変色
甕形土器 端部にはあまい面をもつ。全体に厚手。内 長石、黒色 0灰黄（2.5Y7 /2) し暗い色調を呈
SK4 外面とも横ナデ。 粒 (33粒） 0灰黄（2.5Y7/2) する。口縁外面

0外面は横ナテ、内面はヘラ削り。 に黒斑。口径は

゜
回転復原。

19 0端部付近で外折し、内湾ぎみに終わる。内 黒色粒、石 01こぶい橙（7.5YR7/4) 表面に赤色顔料
高杯形土器 面はハケメ (6条／cm)、外面は横ナデ。 英、長石 01こぶい橙（7.5YR7/4) （ベンガラ）を
表面採集

゜
(66粒） 0浅黄橙（10YR8/3)～に 塗缶、小片のた

゜
ぶい黄褐（lOYR7/2) め径不明。

20 0外反する複合口縁。外血櫛措直線文(6条I大粒石英、 0にぶい黄橙 (10YR7/3) 外面に煤付着。
甕形土器 cm)、内面横ナデ。 長石(30粒） 0橙（25YR6/6)

表面採集

゜
0にぶい黄橙 (10YR7/2)

゜21 0突帯は小さく断面三角形を呈し、やや上方 長石、赤色 0浅黄橙（7.5YR8/4) 表面の風化・剥
甕形土器 に突出する。内外面とも横ナデ。 粒 (30粒） 0浅黄橙（7.5YR8/4) 離著しい。
表面採集 0外面横ナデ、内面ヘラ削り。 0浅黄橙（75YR8/3) 

゜22 0突僭はなく、段を有し、大きく外反する。 石英、長石、 0浅黄橙 (75YR8/3) 一群の甕形土器
甕形土器 全体に器壁は趙く頸部は長い。内外面とも 赤色粒（少） 0にぶい橙（7.5YR7/4) に較べやや古い
表面採集 強い横ナデ。 (50粒） 0にぶい黄橙（10YR7/3) 形態である。

゜゚
23 0口径の比較的大きな複合口縁。内外面とも 石英、長石、 01こぶい黄橙（10YR7/4) 外面下半に全面
甕形土器 横ナデによる。突僣は断面三角形で水平1こ 雲母、黒色 01こぶい黄橙（10YR6/4) 煤付着、口縁部
S D 1 延びる最も発達した形態。突帯付近の横ナ 粒 (30粒） 0にぶい黄橙（10YR7/4) 外面の一部に黒
N 1トレン デは強い。 斑。
チ 0なで肩の倒卵形。外面は、頸部に短い縦方

向、肩部横方向、最大腹径部以下縦方向ハ
ケメ (8条／cm)。肩部には櫛描直線文（ 7
条）、同波状文 (6条）を施す。内面はヘラ
削り。最後に施された最大腹径部外面の縦

方向ハケメに対応して内面には一列に指頭
圧痕がみられる。

0小さな底部を有する。外面、万向不定のハ
ケメ (8条／cm)。内面は底部の最も深い部
分まではヘラ削りが及ばず、指頭圧痕を残
すのみ。

Tab. 12 遺物観察表（3)
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寺内京南遺跡発掘調査報告

遺物番号
器種

出土地点

24 
甕形土器
S D 1 
N 1トレン
チ

25 
鼓形器台
S D 1 
N 1トレン

チ

26 

高杯形土器
S D 1 

N 1トレン
チ

27 
甕形土器
S D 1 

N 1トレン

チ

28 

甕形土器
S D 1 
N 1トレン

チ

29 

甕形土器

SD l付近

S lトレン

チ

0口縁部 0外面
形態と調整 0体部 I胎土 色調 0内面

0底部（脚部） 0断面

0外反し、端部には水平な面を持つ。突帯は

断血三角形て水平。円外面とも横ナデ。
0なで肩の倒卵型である。頸部外面縦方向八
ケメ (6条／cm)、肩部横方向ハケメ (6条／
cm)、以下は縦方向の長いハケメ (6条I
cm)。肩部には櫛描直線文6条～ 8条、波状

文6条～ 7条（いずれも 5条／cm) を施す。
円面は入念なヘラ削り。最大腹径部以下に

は広範に指頭圧痕が見られる。

石英、長石、 0浅黄橙（lOYRS/3.5) 
雲母（30粒） 0浅黄橙 (lOYRS/3.5) 

0浅黄橙（10YR8/3.5) 

0小さな平底を残す。底面外面には方向不定
ハケメ。内面は指頭圧痕を残す。

0下部は内湾、上部は外反気味に立ち上がる。微細な長石

端部は折り返しに近い。上部内血は横方向 (60粒）
ヘラ磨き。以外は内外面とも横ナテ。 極めて精良
0上部突堪は小さな面をもって断面三角形で な素地
下力に突出。下部突帯は断面コ角形で段状
をなす。屈曲部内面は小さな面を持つ。

0やや外反して開く。端部は広い面を持つ。

外面及び内面端部付近は横ナデ、くひれ部
以下内向はヘラ削り。端部付近の横ナデは

内外面とも強い。

0にぶい黄橙 (10YR7/4)
0にぶい黄橙（10YR6.5/3) 
0淡黄 (2.5Y8/3) 

備考

口縁部外面の一
部に黒斑。

〇端部は内側に稜を持ち外側は丸くおさめる。微細～ 1mm 
内外面とも横ナデ。 大の長石
0口縁部との間に小さな段を有する。内外伽 (66粒）

o l部分によりばらつきが杯部底部外面に
〇 ある。 棒状工具による
〇 浅黄橙7.5YR8/3 剌突痕。

とも横ナデ。

0ラノパ状に拡がる。端部には面を持つ。外面
はラセン状ハケメ (10条／cm)、内向は柱状
部を時計まわりヘラ削り後、下部を横ナデ。
裾部を横方「句ハケメ (8条／cm)。

0外反し端部にはあまい面を持つ。内外面と
も横ナテ。突衛は断面二角形で水平。
0やや胴の張った倒卵形。外正は頸部縦方向
ハケメ、肩部横方向ハケメ、以下は縦方向
ハケメ (6条／cm)、肩部には10条の櫛描文、

6条の波状文を施す。内面はヘラ削り、広
範に指頭圧痕がみられる。

0外血ハケメ、内面指頭圧痕を残す。

0外反し、端部には外傾する面を持つ。内外

面とも横ナデ。突帯は瑞部に丸みを持つ断

面三角形のもの。
0肩の張った倒卵形であろう。肩部外面には
横方向ハケメ (10条／cm)、縦方向ハケメ (10
条／cm）、一気に櫛描直線文と波状文を施す
(5~ 9条）。内面はヘラ削り後、横方向ハ
ケメ (8条／cm)。

0゚内湾する単純口縁。突帯は退化し、凹線一
条が口縁中位を横走する。端部は内傾する
面を持つ。内外面とも強い横ナテ。

0肩が張らない球形／本部。外面は不定方向ハ
ケメ (7条／cm)。内面はヘラ削り。なお、
外血には休部成形時の指頭圧痕が残されて
いる。
0 

～橙 5YR6/6 

長石、石英、 01こぶい黄褐（lOYR7/3)
赤色粒、微 01こぶい黄（2.5Y6/3) 
細な芸母 0灰黄褐(10YR5.5/2) 
(30粒）

大粒石英、 01こぶい黄橙（10YR7/3)
微細な長石 〇浅黄橙(10YR8/3)
(50粒） 0浅黄橙（10YR8/3)

微細～ 3 • I oにぶい橙 (5YR6. 5/3) 
4mm大の長 01こぶい橙（7.5YR7/4) 
石、石英、 0にぶい橙（10YR7/4)
雲母（30粒）

Tab. 13 遺物観察表 (4)
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面に黒斑。

外伽全体に煤か
付着している。



III 遺跡と遺物

遺物番号 0口縁部 0外面
器 種 形態と調整 0体部 胎土 色調 0内面 備 考
出土地点 0底部（脚部） 0断面

30 0外煩し直線的に立ち上がる複合口縁。頸部 微細な長石、 0にぶい黄橙（10YR7/3) 口縁部外面の竹
壺形土器 は短かい。突帯は断面長万形て下方に突出 1 mm大の石 0浅黄橙（lOYRS/3) 管文はほぼ3.5 
S D 1 する。内外面とも強い横ナデ。二次い縁部 英（11粒） 0浅黄橙（lOYRS/3) cm間隔、頸部に

S 1トレン 中位に一列の口形竹管文を配している。 は、 (1間管文を

チ 0やや肩の張ったいわゆる倒卵形をなす。外 ほぼ3.2 cm間隔
面は頸頭縦方向、肩部横方向、体部不定方 で18個、 (2)1よ
向のハケメ (7~9条／cm)。内面はヘラ削 りやや小ぶりの
り、広範に指頭圧痕か見られる。 変形竹管文を
0小さな卓底を残す。外面ハケメ、内面ヘラ 2. 5 cm間隔で 7
削り、指頭圧痕。 個施している。

31 0短い頸部から肉厚断面芝角形の突帯が水平 雲母、赤色 0灰白（7.5YR8/2. 5）～に 他の複合い綜甕
甕形土器 に突出し、直線的に立ち上がる口縁を持つ。 粒、黒色粒 ふい赤橙(10R7/4) 形上器に較べn
排水溝 端部は外傾する面を持つ。内外面とも横ナ (60粒） 0浅黄橙（10YR8/3) 径が小さい。

表面採集 プーゞ 。 0浅黄橙（10YR8/3)
0球形体部。外面は上半横方向、ド半縦方向
のハケメ (6条／cm)。肩部に 4簡所のハケ
原体による剌突痕がある。内面はヘラ削り。
指頭圧痕が最大腹径部内面に認められる。

゜32 0頸部は短く「く」の字形に屈曲する。断面 長石（多）、 0明褐灰（7.5YR7/2) 突帯下に煤付着。
甕形土器 三角形の突帯は水平に突出する。 石英、赤色 0明褐灰（7.5YR 7 /2) 口径は口転復原
表面採集

゜
粒（少） （65 0灰 (N4/0) による。

゜
粒）

33 〇下部のふくらむ断面三角形の突僭。内外面 赤色粒、長 0浅黄橙（10YR8/2) 口径は回転復原
甕形土器 とも強い横ナデ。肩部内佃ヘラ削り。 石、石英 0浅黄橙（lOYRS/2) による。
表面採集

゜
(65粒） 0浅黄橙（lOYRS/2)

゜34 0外反する口縁には強い横ナデによる凹凸か 微細な長石、 0にぶい黄橙（10YR7/3) 口径は回転復原。
甕形土器 目立つ。突帯はド部のふくらむ断面三角形。 石英（35粒） 0にぶい黄橙（lOYR7/3)
表面採集

゜
0にぶい黄橙（10YR7/3)

゜35 0端部は角はっている。突帯は断面三角形。 長石、石英 0灰白（10YR8/2) 外面にば煤付着。
甕形土器

゜
(53粒） 0淡黄（25Y8/3)

表面採集

゜
0浅黄橙（lOYRS/3)

36 0突術は下部のふくれる断面三角形。内外面 1~2mmの 0にぶい黄橙（10YR7/3) 口径は回転復原。
甕形土器 とも横ナデ。 石英、微細 0にぶい黄橙（10YR7/3)
表面採集

゜
な長石 (27 0にぶい黄橙（10YR7/3)

゜
粒）

37 0最大腹径を凌駕する口縁部。突帯は断面ニ 雲母、長石、 01こぶい黄橙（10YR7/3) 体部下半蔀は内
甕形土器 角形て小さい。端部にはあまい血を持つ。 赤色粒、黒 01こぷい黄橙（10YR7/3) 外面とも暗い色
排水溝 内外血とも横ナデによるが、突帯付近の横 色粒（微細） 0灰白（10YR7/l) 調に変化してい

表面採集 ナデは強い。 (70粒） る。
0厨平な体部。外面は底部から放射状に施さ
れたハケメ (9条／cm)。内面のヘラ削りに
よって沿壁は薄い。下半には指埠圧痕が残
る。

゜38 

゜
微細な長石、 0にぶい黄橙（lOYRS/3)

器台形土器

゜
石英（33粒） 0にぶい黄橙（lOYRS/3)

表而採集 0突惜は端部が下乖している。外面横ナテ、 0にぶい黄橙（10YR8/3)
内面はヘラ削りだか方向不定。

Tab. 14 遺物観察表（5)
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寺内京南遺跡発掘調査報告

遺物番号 0口縁部 0外面
器 種 形態と調整 0体部 胎土 色調 0内面 備 考
出土地点 0底部（脚部） 0断面

39 0強く外反する頸部。突帯は下部のふくれる 石英、雲母、 0灰白（lOYRS/1) 口縁は直立する
壺形土器 断面三角形を呈する。内面は指頭調整後、 黒色粒、赤 0灰白 (lOYRS/1) と思われる。
表面採集 横ナデ。外面は横ナデ。 色粒（60粒） 0灰白（10YR7/l)

゜゚
40 0端部は外反し丸くおさめる。突帯は断面長 1~2mmの 0にぶい黄橙（10YR7/4) 口径は回転復原
甕形土器 方形。 石英、長石 0にぶい黄橙（10YR7/4) による。
表面採集

゜
(35粒） 01こぶい黄橙（10YR7/4)

゜41 0「く」の字形に外折し、内湾しながら立ち上が 2mm石英 0灰黄褐（10YR6/2) 全体に厚手であ
甕形土器 る。突帯退化の段は口縁中位にあり、浅い。 （多）、長石、 0灰黄褐（10YR6/2) る。口径は回転
表面採集 端部はあまい面を持つ。内外面とも横ナデ。 赤色粒 (25 0にぶい黄橙（10YR7/2) 復原による。

0肩の張る球形体部。 粒）

゜42 0断面三角形に垂下した端部外面には二条の 1 ~1. 5 mm 0にぶい褐（7.5YR6/3) 小片のため口径
壺形土器 凹線文。 の石英及び 0にぶい褐（7.5YR6/3) は不明。
表面採集

゜
長石(25粒） 0橙（7.5YR6/6) 

゜43 

゜
1~3mm石 0橙（Z.5YR7/6)～黒 外面は二次的な

壺形土器

゜
英、微細な 0にぶい黄褐（lOYR7/3) 火炎を受けてい

表面採集 0ヘラ等による上げ底、内面は指頭圧痕を残 長石(28粒）

゜
る。

す。内外面とも不定方向横ナデ。

44 

゜
1~2 mmの 0橙（2.5YR6/6) 外面は二次的な

゜
長石、石英、 0にぶい黄橙（lOYR6/3) 火炎を受けてい

表面採集 0底面は広い。厚手 微細な長石 0灰黄褐（10YR4/2) る。
(60粒）

45 0外反する。端部は外側に小さな面を持つ。 微細な長石 01こぶい黄橙（lOYR7/3)
高杯形土器 外面はハケメ及び横ナデ。内面はヘラ磨き。 (20粒） 0にぶい黄橙（10YR6/2)
表面採集

゜
0灰黄褐（10YR7/Z)

゜46 

゜
微細な長石、 0にぶい橙 (5YR7/4) 表面には赤色顔

高杯形土器 0椀状を呈する。外面ハケメ (8条／cm)内 赤色粒、 1 0にぶい橙 (5YR7/4) 料（ベンガラ）
表面採集 面は暗文効果のあるヘラ磨き。 mmの灰色粒 0灰白（lOYRS/2) を塗布。

0杯部との接合部に棒状工具による剌突痕が (30粒）
ある。

47 

゜
赤色粒 (53 0にぶい黄橙（10YR7/2)

高杯形土器 0底部には小孔が貫通している。内外面とも 粒） 0淡黄 (2.5YR8/3) 

表面採集 縦方向ハケメ。 0淡黄 (2.5YR8/3) 

゜48 

゜
赤色粒、石 01こぶい橙（7.5YR7/3) 裾径は回転復原

高杯形土器

゜
英、 2mmの 0灰白（lOYRS/2) による。

表面採集 0強く外方に開く。外面はラセン状、内面は 長石(43粒） 0灰白 (lOYRS/2)
柱状部にはラセン状、裾部にはクモの巣状
のハケメ (8条／cm)後、柱状部内面はヘ

ラ削り。

49 

゜
長石(35粒） 01こぶい黄橙（10YR7/3) 内面には柱状部

高杯形土器

゜
0にぶい黄橙（10YR7/3) にヘラ 1こよる列

表面採集 0強く外方に開ぎ、端部には面を持つ。外面 0にぶい橙（7,5YR7/3) 点が2段、裾部
柱状部は板状原体による縦方向ナデ後、横 にヘラによる切
， ナデ。裾部は横ナデ。杯ー脚接合部はハケメ り込みがある。
後、横ナデ。内面上半はシボリ目を横ナデで 内・外面に赤色
消す。下半はクモの巣状ハケメ (6条／cm)。 顔料（ベンガラ）
各所に指頭圧痕を残す。 塗布。

Tab. 15 遺物観察表（6)
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III 遺跡と遺物

遺物番号 0口縁部 0外面
器 種 形態と調整 0体部 胎土 色調 0内面 備 考
出土地点 0底部（脚部） 0断面

50 

゜
長石、石英 0赤橙 (10R6/6) 外面全体及び内

高杯形土器

゜
(27粒） 0赤橙 (10R6/6) 面下半一部に赤

表面採集 0外面は板状原体による縦方向ナデ及び杯一 0灰白 (7.5YR8/2)～褐灰 色顔料（ベンガ
脚接合部のハケメ (6条／cm)後、横ナデ。 (10YR5/1) ラ）塗布。

51 0直口。端部は横ナデのため内側に肥厚。内 l皿 (4 0橙 (2.5YRS/3) 内・外面に赤色

壺形土器 外面とも横ナデ。 粒）、赤色粒 0橙 (2.5YR8/3) 顔料（ベンガラ）
表面採集

゜
(lo粒） 0浅黄橙（7.5YR8/3) を塗布。

゜52 

゜
微細な長石、 0橙 (2.5YR7/6) 外面及び、内面

壺形土器 0やや扁平な球形体部。外面不定方向ハケメ チャート、 0浅黄橙（7.5YR8/3) 上部に赤色顔料
表面採集 (5条／cm)後、横ナデ。内面下半ヘラ削り。 赤色粒 (70 0浅黄橙（7.5YR8/3) （ベンガラ）を

肩部内面に指頭圧痕を多く残す。 粒） 塗布。回転復原

゜
により図化。

53 0外反し、端部に面を持つ。外面は千烏状縦 1~2 mmの 〇（煤付着で不明） 外面には煤が厚
土鍋 方向ハケメ (5条／cm)。内面は横方向ハケ 長石、石英、 0にぶい黄橙（10YR6/4) く付着。
表面採集 メ (5条／cm）。 赤色粒 (20 0にぶい黄橙（lOYR6/4)

゜
粒）

゜54 0外折し、内湾する。端部はつまみ上げ状、 微細な長石 0煤付着 外面は煤が厚く

土鍋 外面は横ナデ、内面横方向ハケメ (6条1 (30粒） 0浅黄橙（10YR8/3) 付着、内面は暗
表面採集 cm)。 0浅黄橙 (lOYRS/3) い色調に変色。

0外面ハケメ (9条／cm)、内面ハケメ (6条／cm）。

゜55 0外折する。端部には凹線が一条。外面は横 微細～ 2mm 0煤付着 外面には煤が厚

土鍋 ナデ、内面は横方向ハケメ (5条／cm）。 長石、石英、 0にぶい黄橙（10YR7/2) く付着。
表面採集

゜
雲母 (100 0灰 (N5/0)

゜
粒）

56 0 「く」の字形に外折し、内湾。内外面とも 1mm石英、 0にぶい黄橙（10YR6/3) 外面に煤付着。
瓦質鍋 横ナデ、屈曲部外面に指頭圧痕が残る。 微細な長石 0灰黄 (2.5Y6/2) 
表面採集

゜
(33粒） 0灰臼 (2.5Y9/1) 

゜57 

゜
細かい長石 0浅黄橙（10YR8/3) 径は回転復原。

小皿

゜
（少量） 0浅黄橙（10YR8/3) 土師質。

表面採集 0平底で、外上方にやや内湾しつったちあが 0浅黄橙（10YR8/3)
る。内外面とも横ナデ。底面には、糸切痕
がみられる。

58 0外側に低い突帯、内面に沈線。端部は内側 長石、石英、 0青灰色（10BC6/l) やや軟質の須恵
甕形土器 に稜を持ち、外側に丸くおさめる。内外面と 黒色粒、赤 0青灰色（10BC6/l) 質。
表面採集 も回転ナデ。 色粒（85粒） 0青灰色（10BC6/l)

゜゚
Tab. 16 遺物観察表（7)

-53-



寺内京南遺跡発掘調査報告

＼ ］  
:, ¥ '/i  
｝ ｝ ； ： 

| --

--—----—------, ---------------—---1---------------1----~\ ロニー

1111ロロ三□

〉ーロ1/
IIii i1III II/11 III1IIII l/f 

----

にーーシ:_______J□~ 
---

ベ～一

ロ
lJl［／ しノ

j 
: : : : 

0 20cm 

Fig. 38 遺物実測図（1)

―-54-



Ill 
遺跡と遺物

＼＝了、

□ 叫ヽ3
 

r------------7-----------―'‘ 
I I :,• 
I I,:  

＇ー（（差． 4

□:::.□：文
cざこ：に‘ーや

(-----------------―:-----------------、9
ヽ、、＇袋、 99’
' ,,  

‘ヽ＇ヽ：ヽ
`、'‘‘｀` ＇ 臼゜脅｀ ` ` ， ー：：：ーり’

--]玉＿翌，勺

9

0

 

＼
ロ
ー
Jn,""

＼
＂
贔
｀
＇

＼
 

．．
 

・ヽク

10．．．
 
．．．
 

9

,

'

 

＇ 

＇ 

、`

三。

=-------・--二

へ―――—··
-~ 

/-
------—· □¥ ¥ 

11 
" II 

゜
20cm 

Fig. 39 遺物実測図 (2)

-55-



寺内京南遺跡発掘調査報告

に
゜

10cm 

ド、一づ

亡 12

文 17

□三□［、、ヽ、II

◎13 ⑥ 14 015016  

r-----------I ---------,• 

て＝―――――:`:~1;。・、

:‘、-----------------------9ーダ

r== 1~~~、21

▽―三 パ
-
[
]
、
9
‘

‘ゞ・． 

゜
20cm 

Fig. 40 遺物実測図（3)

-56-



`
 
．＼ 

＼` 
＼
 

＼＼ 
＼
 

ヽ

＼

伽 99999999.9.／ム＼＼＼＼＼＼＼｀雫ヽ、｀

11111111111111恥＼＼1＼ ’¥’¥¥’¥¥9¥'99

＼言皇~'..量

＇ ＇ 

27 

21 .. .. ．． 

゜I Fig. 41 遺物実測図（4)

-57-



寺内京南遺跡発掘調査報告

29 
'' ．， 

三ごニロニニ·□ニニ＿ー―—-

ぃ
ー ： ＿ _~~~) Q ジ一

←二二）

ロロ：
↑
 

/
、
J
＇ 

ど

30 

゜
20cm 

Fig. 42 遺物実測図 (5)

-58-



III 
遺跡と遺物

＼
 ’
 

＼
 

¥

¥

 

¥

,

 、＼
＼

‘‘
 

＼
 

＼
ーー

ー

＼
 

ぃ・＼
 

＼
 

•9 

．．
 

ヽ

31 

l 

ヽヽ ＇ 
ヽ

し｀
ヽ， 

， 戸 8
 
3
 ヽ．． 

衣
＼
、，
 

,
.
s
 

]
 

2
 
3
 ヽ

『
,
'
,
'
り
文ロ

-----------、、
収

33 ：：ぐ

□ -」34

口
~ -----------~ ---------,": .. : : : 

←--』 36:‘ふ

9 ―--------• -----]―--.. ---• -• -----―;? 

□□□39 
ロ:40 
ロ~:：： 41

35 

£―。
――― 旦三三 I~?) 42 

ら‘

口 ーーロ9、M

゜
応 m

Fig. 43 遺物実測図 (6)

-59-



寺内京南遺跡発掘調査報告

：口□喜肱9『 ｀・ニ“
,9, 

、、,1¥ご96
’’’’ 

＼こ47ーーロー」ニニニ忍
5i 

r I 11 

I'̀ ’ ¥ 
＂ 

―̀―-------,----------’‘ ．、¥ 1  

`49  

51 
］．．` 

。
5
 ’
 ̀
‘ ‘、―
爪
5

]

`
‘
—
ノ
―
―

.. J
 

2
 
5
 

”
バ
塁
”ロ

ん

，
 

、
‘
/
/
¥
、

: : 
＇ 

9
9
 

．．
 

〖--―ーロニ］ ,~ 

"' 

員
門
は

E

□d11111
り・い

：口汀：’．
13.

、閾‘

，
~
騎
沿．ぃ府仙＂いい

＇ 麟胃54
“
 ゜

10cm 

゜
20cm 

Fig.44 遺物実測図（7)

-60-



N総括

第N章総 括

1.寺内京南遺跡の動態

寺内京南遺跡は、烏取市の西方約15km、気高郡鹿野町に所在する、弥生時代後期から鎌倉・

室町時代へと継続する複合集落遺跡である。遺跡は、三国山麓に源を発する河内川左岸、標高

35m付近の低位段丘上に位置する。

弥生時代の遺構・遺物には、後期に属すろ少量の土脊片があるが、遺構の検出はなく、その

実態は不明である。ただし、本遺跡の北方約 500mに位置する寺内廃寺遺跡 II)でも後期前葉の

甕形土岱が出土しており、周辺に当該時期の集落が所在する可能性は高い。

古墳時代前期には、遺構・遺物とも盟富になる。遺構としては竪穴住居跡7基以上、溝、各

種規模の土塙などを検出しており、遺物も土器類を中心に、大部分がこの時期に属するもので

ある。後期も遺物は散見されるが、遺構の実態は明らかではない。ただし、 S2トレンチで木

棺直葬墓を検出しており、当該時期においても継続して集落が営まれた可能性が高い。

奈良時代以降になると、一部古墳時代竪穴住居跡と共存する可能性もある掘立柱建物跡 8棟

以上や、各種規模の土壊を検出している。掘立柱建物跡には数グループの存在が想定できるが、

全般的に掘形の規模は貧弱で、また梁間、桁行長にも、必ずしも厳密な尺度が使用されたとは

考えられない。

鎌倉・室町時代の遺物は、少量表面採集されているが、宝炭印塔、五輪塔を伴った中世筵域

を除き、遺構については不明であり、やがて水田化されて現代に至ったと推定される。

2.寺内京南遺跡出土土器について

前述のように、遺構より検出、あるいは表面採集した土器は、弥生時代後期から鎌倉・室町

時代に及ぶが、その中心を占めるものは古墳時代前期の土堺である。

これらは、 SBl （炉跡）、 SDl (Nl・S2トレンチ）から纏まって出土した以外、明確

な遺構との共伴関係や編年的検討に耐え得る一括性を示さない。ここでは、器種・数量とも限

定されるが、 SBl・SDl出土土常の両者について若＋の検討を加え、その絹年的位置につ

いて考えておきたい。なお、各個体の詳細については、第1II章5、遺物観察表を参照されたい。

さて、 SB1炉跡では、甕形土器（以下、～形土苔昇は省略） 3点、低脚杯2点、高杯 1点、

半環状把手付甑 1点が出土している。甕はいずれも複合口縁形態を呈するもので、岱壁は薄く、

全体的に鋭い完成された形態を保持するものである。低脚杯は小片のため、細部に及ぶ器形は

明らかではない。半環状把手付甑は、低脚杯などと共に山陰地方の古墳時代前期を特徴付ける
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器種の一つで、弥生時代後期中葉（青木1II期古段階）に初見され（伯者・会見町天王原遺跡(2))、

当該時期に盛行するものである。また、法量、把手の位置・個数、底部形態から、数種類に分

類可能である。その分布は、西は山陰地方西部（石見・六日市町前立山遺跡(3))、東は畿内地方

西部（摂津・豊中市利倉西遺跡(4)) にまで及ぶ。

用途としては、灰の充満した深い炉跡とその出土状態、台石・石皿・敲石・磨石などの石器

組成との関連や、遺跡周辺地域がトチモチとしてトチの実を食する習俗の残る地域10)であるこ

となどを勘案した場合、縄文時代後期には開発され、当地域にも伝承されていた可能性の高い

トチノキの灰あわせ技術16)に関連する機能を一部に保持するものかも知れない。ただし、山陰

地方中心部からより遠距離地域に及ぶ程退化形態が看取される個体が増加し、本来保持したで

あろう機能と直接関連しない意図の下で製作される傾向が指摘されよう。

次に、 SD1出土土器であるが、 N1トレンチ部分では、甕4点、高杯1点、鼓形器台 1点

が、 S1トレンチ部分では、壺1点、甕1点が出土している。

まず、 N1トレンチ出土土器であるが、甕は SB1炉跡出土土器と同様、完成度の高い複合

口縁形態を呈し、肩部外面には櫛描直線・波状文が施される。その口径は、 16~19cm前後のも

のが主体を占めるが、 30cmを越える大形品もある。また、使用痕である煤化部位は、底部付近

を除く体部下半部と口頸部外面を中心に看取され、その結果、支脚状器具の使用が想定される。

鼓形器台は、筒部内面に鋭い稜を持ち、最も完成度の高い形態を呈している。また、筒部最小

径を 1とした場合、これに対する高さの比率(7)は1.27である。

次に、 S2トレンチ出土土器であるが、壺は複合口縁形態を呈し、口縁・肩部外面に竹管文

を施す。類例は、伯者・羽合町長瀬高浜遺跡14J地区黒砂層阿因幡・烏取市秋里遺跡8 • 9 • 

10土器群 (9)などに認められる。このような竹管文や凸帯、櫛先剌突羽状文になる文様構成は、

山陰地方の当該時期における壺を特色付けるものである。甕は複合口縁形態をほとんど失い、

器壁も全体的に厚く、退化形態を示す。

以上より、鳥取県東部（千代川流域）・中部（天神川流域）地域のほぼ中間に所在する本遺跡

出土土器の編年的位置を求めると、 SB1炉跡出土土器は、長瀬高浜遺跡出土土器の検討を基

礎にして設定された長瀬高浜I~III期 (8)の1期に、 SDl•Nl トレンチ部分出土土器は、秋

里遺跡 8•9•10区土器群中の古相のものを標式とした秋里 I 期 (9) から長瀬高浜 I 期に、同じ

< S 1トレンチ部分出土土器は長瀬高浜Il期に比定できよう。
さらに、鳥取県西部（日野川流域）に位置し、弥生時代中期中葉から奈良時代までほぼ継続

する複合遺跡である伯者・米子市青木遺跡の編年案 (10)では、 SBl炉跡出土土器は青木VII（古）

期に、 SDl・Nlトレンチ部分出土土器は青木V・VI~VII（古）期に、同じく S1トレンチ

部分出土土器は青木VII（新）期に比定できよう。
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〔注〕

(1) 関西大学文学部考古学研究室 『寺内廃寺発掘調査概報I• II • III』 鹿野町教育委員会
1979 • 1982 

(2) 清水真一・景山俊邦・村川裕紀 「コシキ形土甜について」 『長顧高浜だより』 20 中部埋

蔵文化財調査事務所 1980 

(3) 内田律雄．勝部昭他 「前立山遺跡」 『中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財調査報苦書』

島根県教育委員会 1980 

(4) 豊中市教育委員会、柳本照男氏の御教示をいたたいた。

(5) 渡辺誠 「桂見遺跡をめぐる諸問題点」 『桂見遺跡発掘調査報告書』 烏取市教育委員会

1978 

(6) 渡辺誠 『縄文時代の植物食』 雄山閣 1975 

(7) 藤田憲司 「山陰『鍵尾式』の再検討とその併行関係」 『考古学雑誌』 第64巻 第4号

1979 

(8) 中部埋蔵文化財事務所

(9) 加藤利晴・杉谷愛象

(10) 青木遺跡発掘調査団

1977 • 1978 

『長顧高浜遺跡発掘調査報告書III] 烏取県教育文化財団 1981 

『秋里遺跡I』 烏取市教育委員会 1976 

『青木遺跡発掘調査報告書I・II・III』 青木遺跡発掘調査団 1976 • 

※※※※※※※※※※※※※※  

本書は調査上の制限や調査者の力量不足などにより、本来報告書が具備すべき基本的要件が

多くにわたり欠落している。

これには、遺跡主要部がローム層直上まで削平された段階で発見されたことにより、遺構の

検出状態が悪く、遺物もほとんど良好な状態で取り上げできなかったこと、上記理由にも起因

するが、竪穴住居跡や一部の土城、掘立柱建物跡の掘形・柱痕などの埋没状況を確認できなか

ったこと、連絡の不手際により SB1炉跡周辺に据え付けられてあった砂岩製台石ゃ SKIOに

落ち込んでいた石皿・磨石などの石器類を収容できなかったことなどがある。その結果として、

報告書による各種検証や遺跡の景観復原に際して、重度の支障を生じせしめている。

しかし、このような悪条件下の調査にもかかわらず、本報告書が従来ほとんど実態不明であ

った、鳥取県東部・中部の中閻地域における古墳時代前期を中心とした集落遺跡の研究に寄与

する所があれば、望外の歓びとするものである。

最後に、関係諸機関の御尽力と御理解をいただき、ほぼ遺跡推定範囲全域について何らかの

調査の手を加えることができ、かつ主要部分については設計変更による盛土工法によって遺構

の保存対策が講じられたことは評価されよう。今後、ほ場整備事業の進展に伴い新たな遺跡発

見が相定されるが、より十分な対策が講じられるよう切望して止まない。

また、発掘調査に従事していたたいた地元調査補助員各氏を始めとし、現地調査・報告書作

製を御支援・御指導下さった多くの方々に対して、衷心より謝意を表する次第である。
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第v章考 察

1. 鳥取県気高郡鹿野町寺内京南遺跡出土遺物に塗布された赤色顔料物質の

微量化学分析

武庫川女子大学薬学部 安田博幸・奥野礼子

標記の赤色顔料物質について、筆者らの常法 1)に従い、ろ紙クロマトグラフ法と検出試薬に

よる微量化学分析を行なった結果、赤色顔料物質の成分を確認したので報告する。

試料の外観および分析試料の採取

試料 1 小形高杯脚柱部の内面と外面に塗缶された赤色顔料物質。それぞれをミクロスパーテ

ルで注意深く削り取り、約 2mgを分析用試料とする。

試料 2 小形高杯脚部の外面全体と脚柱部の内面に塗布された赤色顔料物質。それぞれをミク

ロスパーテルで注意深く削り取り、約 1mgを分析用試料とする。

試料 3 小形高杯の杯底部の内外両面に塗布された赤色顔料物質。それぞれの2mgを注意深

くミクロスパーテルで削り取り、分析用試料とする。

試料4 小形壺の口縁の一部で、その内外両面に塗布された赤色顔料物質。それぞれの 1mg 

を注意深くミクロスパーテルで削り取り、分析用試料とする。

試料 5 小形壺の肩部の一部で外面は全面、内面は頚部の一部に塗布された赤色顔料物質。そ

れぞれの 2mgをミクロスパーテルで削り取り、分析用試料とする。

実験の部

試料検液の作製

上記の採取試料 1~5をそれぞれガラス尖形管に移し濃硝酸 1滴と濃塩酸3滴を加え、加湿

し、酸可溶性成分を溶解させたのち、適当量の蒸留水を加えて遠心分離器にかけ、酸不溶性成

分と分離した上澄液を加熱濃縮して、ろ紙クロマトグラフ用の試料検液とする。試料検液の番

号は各試料番号と対応させる。

ろ紙クロマトグラフ法と検出試薬による呈色反応からの赤色顔料成分の確認

東洋ろ紙No.53(2 cm X 40cm) を使用し、ブタノール硝塩酸を展開溶媒として、各試料検液と

対照の鉄イオン (Fe3十）と水銀ィオン (Hg2十）の標準液を同条件下で展開した。

展開の終った各ろ紙を風乾してから縦に二分し、その一方は検出試薬として 1％ジフェニル

カルバジドのアルコール溶液を噴霧してからアンモニア蒸気に曝し、もう一方には検出試薬と

して0.05％ジチゾンのクロロホルム溶液を噴霧し、それらの際、ろ紙上に発現するそれぞれの
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呈色スポ、ノトの位置 (Rf値で表現すろ）と色調を検した。

上記試料検液ならびに対照ィオンの標準液について得られたろ紙上のスポy卜のRf値と色調

は、下記のTab.17、Tab.18のとおりである。

(1) ジフェニルカルバジド・アンモニアによる検出： Hg2十は紫、 Fe3十は紫褐色スポ、ノトとし

て検出される。

Tab. 17 ジフェニルカルバジドによるスポットの呈色と Rf値

------Rf値 （色調） --------Rf値 （色調）試料検液 1 （外面） 0.15 （紫褐色） 試料検液4 （外面） 0.13 （紫褐色）

1， （内面） 0.14 ( I/ ） l1 （内面） 0.13 ( It ） 

試料検液2 （外面） 0. 15 ( I/ ） 試料検液5 （外面） 0. 15 ( I/ ） 

It （内面） 0.14 ( I/ ） It （内面） 0.12 ( I/ ） 

試料検液 3 （外面） 0.16 ( 1， ） Fe3十標準液 0.13 ( It ） 

/1 （内面） 0. 14 ( I/ ） Hg2十標準液 0.80 （紫色）

(2) ジチゾンによる検出： Hg2十は橙色スポットとして検出され、 Fe3十は反応陰性のため呈色

せず、表では で示す。

Tab. 18 ジチゾンによるスポットの呈色と Rf値

-------Rf値 （色調） -------Rf値 （色調）試料検液 1 （外面） 試料検液4 （外面）

I/ （内面） /f （内面）

試料検液2 （外面） 試料検液 5 （外面）

，1 （内面） I/ （内面）

試料検液3 （外面） Fe3十標準液

I/ （内面） H砧標準液 0.80 （橙色）

判定

以上の結果のとおり、寺内京南遺跡より出土の小形高杯脚柱部、小形高杯脚部、小形高杯杯底

部および小形壺口縁部、小形壺肩部破片に塗布された赤色顔料物質からは、すべてFe3十のみが

検出され， Hピは検出されなかった。このことよりそれぞれに使用された赤色顔料物質は、水

銀朱 (HgS)ではなく、すべてベンガラ (Fe2応）であったと判定する。

(1982年 2月分析）

〔注〕

1.安田博幸・鶴崎暁子： 「尼崎市田能遺跡16号棺の人骨に付着の朱赤色物質の成分について」

『古代学研究』 第49号p.9(1967) 

1.安田博幸： 「埋蔵文化財の分析化学」『考古学と自然科学』 第4号p.33 (1971) 
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2.甕形土器の法量検討

-―鳥取県地方の古式土師器について一―-

烏取県下では、近年、有名な福市遺跡の調査以来、青木遺跡、秋里遺跡、長瀬高浜遺跡といっ

た西日本屈指とも言える古墳時代の大規模遺跡の発掘が続き、膨大な資料を提供しつつある。

しかし、 方では、それが土器研究に新たな混乱・支障を来し始めているとも言える状況であ

る。そこで、烏取県下の古式土師器という限定された条件を満たす土器の特性を探るべく、そ

の中の甕形上器の法量に焦点を当て、検討を加えて行きたい。

ここで問題となるのは甕形土器の選択についてである。壺形土器がその出現以来、器形・装

飾を変化させ、多種多様な器種を生んでいるのに対し、甕形土器は、煮沸機能を有するためか、

外見的には派手な変化を見ない。この点は、甕形土器が日常性・保守性を物語っているといわ

れる所以でもあろうが、裏を返せば、甕形土器は広域かつ長期間にわたる土器の研究には好材

料となり得るとも言える。また、壺形土器がおそらくは、その内容物によって器形・装飾を変化

させたと思われることに対し、同時期の甕形土器内における形式の相違はそのサイズの違いに

のみ存するとも言えるであろうことから、その法量検討は、甕形土器の研究には、有効な手段

となり得ると信ずるのである。

小稿では、土器の法量を問題にする上で法量計測値の統計処理を行うが、そのためには多く

の資料数が必要となる。寺内京南遺跡はそういった意味において良好な資料とはなり得ない。

したがって、県内に所在し、本遺跡例と時間的に近い遺物を多量に出土する羽合町長顧高浜遺

跡出土の古式土師器を例にとり、1)検討を進めようと思う。

稿を進める上で、烏取県地方の古式土師器甕形土器（以下、甕と略称）について外形的特徴

より、次の 4分類を行う。

つ
A類 B類 C類 D類

Fig. 45 甕形土器分類図
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A類二重□縁をなし、卵倒形の胴部を有する。
B類 扁平な胴部に、 A類に近い二重口縁を付す。多くは、口径が胴部最大径を凌ぐ。

C類 扁平な胴部に長い口縁部を付す。

D類卵倒形の胴部に単純口縁を付す。

これら 4分類は、 Fig.46にみるような統計的処理を経ても、なお妥当であるといえる。それ

によれば、 A 類• D類ーB類―C類相互間の法量分布の差を認めることができる。すなわち、

これは、諸類相互の存在を対比的に捉え得ることを示していると考える。

高
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器
に

30 

゜
゜
。゚
。゜

20 

゜Oo o• 

゜
゜... ゜゜● ゜0 心
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゜
． 

● 
△ 

゜゚△△ △ 
△△  

△ 
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△ B類
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径
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ロ
に

゜
10 

Fig. 46 甕形土器統計図
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なお、 B 類• C類は、通常の甕とされるA類とは全く違った印象を受けるが、外面に煤の付

着が多くみられること、壺との比較の場合、器壁の薄さ・頸部の形状・貧弱な装飾から甕によ

り近いと思われることから、甕として扱うこととした。

次に、口径、胴部最大径、器高のそれぞれについての頻度分布を示したのがFig.47 • 48 • 49 

である。結果、この三葉のグラフからは次の 3点を看取できる。

1. Fig.47は口径14cm前後を頂点として向って左に偏った山形をなす。すなわち計測値は、

l.'irm~1 hc-mに濃密に分布し、まれに非営に大きな口径を持つ甕のある一方、 12cmを極人と

して 9cm~13cmに分布する資料が存在することを示している。

2. Fig.48からは Fig.47とは異なった情報を入手することができる。まず、グラフの向っ

て左端に分布する一群を確認することができる。これは、先の分類によれば総てB類であ

る。次に胴部最大径12.0cm~27. 5cmの間に広範に分布する一群がある。その中に個体数の

極大を示す資料群を 3箇所認め得る。①14.0cm~17.5cmでは一つのまとまりを示すと考え

られる。また、その約 1/4はC類が占める。②18.0cm~21.5cmに属する一群が存在する。

③22.0cm以上の資料群も一、あるいはそれ以上の群として扱うことができる。以上の諸点

を総合すれば、 A類• B類． C類各相互間を識別し得る一方、 A類内に複数の群を認める

ことができることがわかる。

3. Fig.49より一見して判断できることは、資料が近似した債体数で広範に分布すること

である。これは、甕において器高は個体差の大きい、また、非常に変動幅の大きい計測

値であるといえる。

（個体数）

10 

゜
10 20 30 (cm) 

Fig. 47 口径計測値頻度分布図
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（個体数）

10 

゜
30(cm) 

Fig. 48 胴部最大径計測値頻度分布図

（個体数）

10 

゜
10 20 30 (cm) 

日g.49 器高計測値頻度分布図

以上は、次のように要約できる。

1. 口径は、土指個体相互間での差を認めにくい。

2. これに対し、国部最大径は特にA類内における群の識別を容易にしており、 A類には 3

群以上を認めることができる。

3. 土器個体差は器高計測値に最も端的に表われる。

Fig.50は土器個々の容量計測値を求め、その頻度分布を示したものである。土器容旱の測定に

あたっては、土浩を直径の異なる厚さ 1cmの円板の集積とし、円板の体積を集計して近似値を
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゜

（個体数）

□ A類
□ B類
匿 c類

冒 D類

5 

Fig. 50 容量計測値頻度分布図

10 (Q) 

求める方法を用いた。なお、計測箇所は頸部以下の胴部である。 2)

この結果、次のような諸点を指摘することができよう。①B類は容量0.52未満にのみ分布

する。②C類は0.52~1.5［の間に総て含まれる。③A類は0.52~812の範囲に分布するが、

その在り方は一様ではない。すなわち1.5［前後を極大に0.52~3.02に含まれる一群、 4.52 

前後を極大に3.012~6.02に含まれる一群、および少数ながら 7.02~8.012に分布する一群の

三群あるいはそれ以上の存在を指摘できる。以上から、 B類及びC類は土番容量においては、

それぞれ非常なまとまりを見せている一方、 A類はその中にいくつかの群を包含していると

言えよう。

以上の統計的検討の結果は、長瀕高浜遺跡出土の古式土師器のうち、長瀬高浜I期と報告さ

れる甕の特徴を示しているといえる。そこで、法量計測値頻度分布の観察結果を踏まえ、甕の

分類を試みる。

A-1類 A類のうち胴部最大径25.0cm以上、容量7.02~8.02に含まれるものを指す。こ

のうち外面に煤の付着の見られない資料が多く存在することが注意される。

A-2類 A類の中で、胴部最大径23cm前後、容量5.012~6.012程度の甕を指す。煮沸に用

いる甕としては、最も大型であろう。

A-3類 A類の中で、胴部最大径がおよそ18.0cm~21. 0cm、容量が3.512~4.512程度の甕

である。検討例中最も数が多い。

A-4類 A類のうち、胴部最大径がおよそ14.5cm~16. 5cm、容量 12前後の甕。検討例中

A-3類に次いで多数を占める。

B類 当初設定したB類がこれにあたる。
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C類 当初設定したC類がこれにあたる。

D類 当初設定したD類がこれにあたる。検討例は資料数が限られるため詳細は不明である

が、胴部最大径・容量の計測値ではA-4類と分布範囲を共有しているが、口径がやや大

きい傾向がある。

E類 当初 A類に包括していた一群の土甜である。これは、口径•閲部最大径・容量は A-

4類と同様な計測結果を示すが、垢高計測値はA-4類を下まわっており、口縁部がA類

より長く、やや扁平な印象を受ける土器である。

これらの分類を踏まえたうえで、法量に関する検討結果をまとめてみよう。

まず、総てのグラフについて同様に観察できるのは、計測値が大きくなるに従い、資料数

は少なく、またそのばらつきが大きくなることである。このことは、一つには大型の A-1 

類の少数存在を示している。 A-1類は、外面に煤の付着する資料が少ないこととも相関して、

甕本来の用途＝煮沸から外れた土恭である可能性がある。これは、容量の近い壺と比較した

場合、口径の小さい壺とは内容物を異にする貯蔵の目的を持った岱種としてA-1類が存在し

たことを想像させる。また、法量のばらつきの大きい点から、 A-1類は一定の法量を持たず、

少量生産によってその目的を達することができる甕であったとも言える。次に、それぞれのグ

ラフにおいて、資料が濃密に分布する部位の多くを占めるのは、 A-2 • A-3 • A-4類で

あることは前に述べたとおりてある。これらの甕は報告書を概観したところでは、全体の 5~ 

6割に煤の付着が認められる。この数字自体は破片資料も含まれることから断定的ではな

いが、これら三類が本来煮沸機能を有すろ土器であるとすれば、煤の付着が見られない資料

については、①製作時における不良品としての未使用品、②煮沸以外の用途に転用された土器、

③ストノクとしての未使用品、等の解釈を与えることができる。また、資料の濃密分布は、サ

イズを異にする数種類の甕が数多く製作されていたことを示し、それらが何らかの生活シス

テムにおいて、ある比率をもって存在したことを想定させるものである。 B 類• C類の分布は、

各々強いまとまりを示すことから、きわめて限定された用途を与えることがでぎよう。

以上は、先に指摘したように、胴部最大径・器高・容量各計測値の頻度分布において顕著で

あるが、口径計測値はそれらに較べ変動幅が小さい。このことは、当該時期のほとんどの甕が

類似した二重□縁を有する事実とも相まって、土器各部分の中にあっては、口縁部は非常に固

定的な位置を占めろことをぷしている。また， このような検討は、長瀬高浜I期の甕に限定さ

れるが、他遺跡・地域・時期の資料を検討することによって、土器の構成と生活様式との関り

合いも追究し得るであろう。

〔注〕

1. 『長瀬高浜遺跡発掘調査報告書m』鳥取県教育文化財団 1981 
2.都出比呂志「畿内第五様式上器の変革」 『考古学論考』 1982
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3.古墳時代前期の竪穴住居跡の一例をめぐって

ー一寺内京南遺跡の占める位置―

(1)寺内京南遺跡の検討

寺内京南遺跡において検出された竪穴住居跡は 9基(SB1、SB3を各々 2基と算入する）

であり、その中で平面形の判明している 3基について、若干の考察を加え℃みたい。

S B 1 -a、SB 1 -bはともに円形で、 SB 1 -aから SB1 -bへと同心円状に拡張

されている。主柱穴はともに 4本で、住居跡の直径は SB1-aが約4.2m、SB1-bが約

5.0 mを測る。床面積 1)は、 SB1-aが約10.2m¥ SB 1 -bが13.7吋である。中央の炉跡

およびSK6より出土した土器は、いずれも青木VII期古 2)のものである。中央の炉跡がSB1 

-a構築時に掘られたものであるとすれば、 SB1-aの構築→SB1-bへの拡張→SK6 

の構築という一連の過程は、すべて青木VII期古の時期内において行なわれたことになる。

また、 SB2は隅丸方形で、主柱穴は 4本、住居跡の長辺約5.2m、短辺約4.8mを測る。

床面積は、約18.4m2である。時期を判別しうる遺物の出土をみないが、周辺から出土する土器

の大部分が青木VII期古の範疇に含まれるため、同時期とみて、大過ない時期であると考える。

ここで、まず烏取県下の代表的な遺跡における竪穴住届跡の一般的な平面形の変遷について

見ていくこととする。

米子市・青木遺跡 3)では、円形→隅丸方形→隅丸多角形→長方形→方形という変遷をたどる。

これをさらに細かく見てみると、 I~II期は大半が円形で、皿期に入ると、円形の他に隅丸

方形と多角形が出現する。 W期に入ると、円形が減少し、隅丸方形、隅丸多角形が存続する。

V • VI期にいたって方形および長方形が出現し、円形・隅丸方形・隅丸多角形が消滅する。

VII.渭期には方形・長方形のみがみられるが、なかでも冒期は長方形が多数を占める。この

長方形優位は1X期に継続され、 X期には方形に限定されるようになる。

米子市•福市遺跡 4) では円形→隅丸方形→方形であり、 I 期（青木川期併行 5)) は円形のみ

みられ、 II古期（青木V期）に入ると円形の他に隅丸方形および方形が出現し、なかでも隅

丸方形が主流を占める。 II新期（青木VI期）には円形が消滅し、隅丸方形および方形がみられ、

なかでも方形が主流を占める。皿期（青木VII・渭期）以降は方形のみみられるようになる。

以上のごとく、 SB1のような円形住居は青木V• VI期（古墳時代前期中葉 6)) には消滅す

る傾向にある。また、 SB2のような隅丸方形のものも青木VI期には急減し、青木VII期以降は、

倉吉市・服部遺跡2号住居跡 7l (Fig. 51)のような例外を除けば、消滅する傾向がみられる。

次に、寺内京南遺跡の住居跡について、平面形からみた類似例を挙げることとする。

SB 1と同様の平面型 8)をもつ例として、青木遺跡J地区SI 04 9l (Fig. 52)がある。円形
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で、主柱穴は 4本、長径4.51m、短径4.23mを測り、床面積は15.lm2である。床面中央には方

形の“特殊ヒ°ット’'があり、その南北両側には、 SB1同様、ヒ°ットが各1個ある。時期は出

土遺物から、青木I期に比定されている。

福市遺跡四ッ塚谷地区5号住居跡rn) (Fig.53) も円形で、主柱穴は 4本、径約4.3m~4.5m
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Fig. 51 服部遺跡2号住居跡実測図
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Fig. 53 福市遺跡四ツ塚谷5号住居跡実測図
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を測る。床面中央には長方形のヒ°ットがあり、その北西側に 2個、南東側に 1個のヒ°ットがみ

られる。時期は福市I期（青木皿期）とされている。

また、岡山県落合町・西原遺跡10号住居跡n)(Fig. 54) も円形で、主柱穴は 4本、径約5m

を測る。床面中央には方形のヒ゜ットがあり、その東西に各1個のヒ°ットがみられる。時期は弥

生時代後期であると考えられる。

一方、 SB2に類似した平面型12)をもつ例として、青木遺跡F地区SI 2913) (Fig. 55)が挙

げられる。隅丸方形で、主柱穴は 4木、長辺1.37m、短辺1.27mを測り、床面積は約18.7nfで

ある。床面中央には楕円形の特殊ヒ゜ットがみられる。時期は青木m期である。
また、福市遺跡吉塚地区18号住居跡14) (Fig. 56) も隅丸方形で、主柱穴は 4本、一辺約4.9

mを測り、床面積は約22.Om'である。床面中央には、同様の楕円形ヒ゜ットがみられる。時期は、

福市II古期（青木V期）とされる。

@Pl 
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l I I I I I I 

Fig.55 青木遺跡FSI29実測図
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Fig. 56 福市遺跡吉塚18号住居跡実測図

このように、平面型15)から見た場合、他の遺跡では「SBl」型16)のものは、青木N期以降

該当例がなく、「SB2」型17)のものも青木VI期まで降らないといえるだろう。

これらの住居跡がいかなる意味をもつのかは後述することにして、次に因伯地方における古

墳時代前期18)に属する竪穴住居跡についてみてみよう。

(2) 因伯地方における古墳時代前期の竪穴住居跡

管見によると、旧因幡国内では、古墳時代前期の竪穴住居跡の検出例は少ない(Fig.57参照）。

寺内京南遺跡の他には、鳥取市・松原谷田遺跡に例を見るのみである。松原谷田遺跡TD2号

住居跡19)は六角形で、一辺約4.8mを測り、古墳時代前期前半（青木W期か？）に比定される。

一方、旧伯者国内においては、かなりの検出例が認められる。まず、東伯郡羽合町・長瀬高
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寺内京南遺跡発掘調査報告

浜遺跡20)では、計75基以上21)の竪穴住居跡が検出されているが、うち49基が古墳時代前期22)に

属するとされている。

内訳は、長瀬l期（青木VI[期古）のものが18基、長瀬I期～II期のものが2基、長瀬II期（青

木VI[期新）のものが27基、長瀬II期～III期のものが2基である (Tab.19参照）。その他、長瀬

III期（青木VIII期古）のものが15基、時期不明のものが10基、弥生時代前期のものが 1基確認さ

れている。

当遺跡における古墳時代前期（長瀬l期ーII期）の竪穴住居跡の変遷を見てみると、長瀬l

期では方形住居、なかでも 4主柱のものが主流を占める。これに対して、隅丸長方形、隅丸方

形は少なく、多角形及び隅丸多角形のものは見られない。

ところが、長瀬II期になると、方形及び長方形のものと隅丸方形及び多角形のものが相半ば

するようになる。これらの資料で見る限りにおいて、当遺跡における変遷はその他の遺跡でみ

られた円形→隅丸方形→方形という一連の流れに少なからず矛盾しているといえよう。

また、当遺跡における円形住居は弥生時代前期の SI 71しかないが、ただ、 SI 13やSI 

31などの多角形のものや、 SI 11やSI 32といった隅丸方形のものが、長瀬II期（青木VI[期新）

においてみられるということは注目に値する。

倉吉市・宮ノ下遺跡23)では合計11基の竪穴住居跡が検出されているが、これらの中で、 4

号および 6号住居跡が古墳時代前期後半に比定されている。 4号住居跡は円形に近い隅丸方形

で、長径6.82m、短径6.44mを測り、主柱穴は 6本である。床面中央には不整長方形のピット

がみられる。 6号住居跡は丸味を帯びた隅丸方形で、長径6.02m、短径6.Omを測り、主柱穴は

4本ないしは 5本である。

倉吉市・中峯遺跡24)で検出された竪穴住居跡25基中、 4基が弥生時代後期後半～古墳時代前

期初頭に比定されている。

7号住居跡は丸味を帯びた六角形で、長径7.06m、短径6.40mを測り、主柱穴は 6本である。

床面中央には方形ピットがみられる。 14号住居跡は隅丸六角形で、長径7.48m、短径7.36mを

測り、主柱穴は 6本である。床面中央には台形に近い方形ヒ°ットがみられる。 24号住居跡は円

形に近い六角形で、長径6.12m、短径6.05mを測り、主柱穴は 6本である。床面中央には隅丸

方形のピットがみられる。 25号住居跡は南側の一部分しか検出されておらず、平面形・規模な

どは不明である。

倉吉市・上米積遺跡25)では 5基の竪穴住居跡が検出されたが、奥田地区の 3基の住居跡が古

墳時代前期に比定されている。 1号任届跡は円形に近い隅丸方形で、長径6.92m、短径6.68mを

測り、主柱穴は 4本である。床面巾央には不整長方形のピットを有する。また、この中央ヒ°ッ

トから周溝に向かってのびる一条の溝がみられる。その他の 2基はいずれも未調査であるが、

検出面では隅丸方形を呈する。
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倉吉市・小谷遺跡26)では、弥生時代後期～古墳時代初頭にかけての竪穴住居跡が4基検出さ

れている。 1号住居跡は円形に近い六角形で、長径5.56m、短径5.28mを測り、主柱穴は 6本

である。床面中央には方形ピットをもつ。 2号住居跡は大部分が未調査だが、円形に近い方形

もしくは多角形であると考えられている。その他の 2基についての詳細は不明である。

大山町・松尾頭遺跡27)では 3基の竪穴住居跡が確認されているが、その中の 1基が古墳時代

前期に比定されている。 SIOOlは隅丸長方形で、長径4.2m、短径3.6mを測り、主柱穴は 4本

である。床面中央には方形ピットがみられる。

米子市・福市遺跡28)では152基の竪穴住居跡が検出されているが、古墳時代前期（福市II

古期およびII新期、 m古期）に層するものは、日焼山地区で 5基、吉塚地区で28基、四ツ塚谷

地区で 1 基検出されている。時期別•平面形については、 Tab. 20のごとくである。

米子市・青木遺跡29)でも多数の竪穴住居跡が検出されており、総数256基のうち、青木m~
w期に属するものが 5 基、 N期に属するものが29基~O)V. VI期に属するものが 5基、Vl[期に属

するものが 6 座、およびVI[期～ VIlI期に属するものが 1 基確認されている。時期別•平面形につ

いては、 Tab.21のごとくである。

最後に、米子市・奈喜良遺跡31)では、 10基の竪穴住居跡のうち、 6基が古墳時代前期に比

定されている ;2)2号住居跡は、万形または長方形で、長辺3.05m、短辺2.20m（現存長）を測

り、南側壁寄りに円形ヒ°ットがみられる。時期は前期後葉とされている。 3号住居跡は楕円形

で、長径4.43m、短径2.15m（現存長）を測り、床面中央よりやや西寄りに楕円形のピットが

みられる。時期は、前期中葉とされる。 4号柱居跡は隅丸方形もしくは隅丸五角形で、長辺

6. 45m、短辺4.24mを測り、主柱穴は 4本で、床面中央には円形のピ、ノトがみられる。時期は

前期中葉に比定されている。 6号住居跡は、隅丸五角形で、長径5.65m、短径4.87m（現存長）

を測り、主柱穴は 4本まで確認されており、床面中央には隅丸方形のヒ°、ノトがみられる。時期

は前期初頭とされている。 8号住居跡は隅丸方形で、長辺4.3m、短辺4.27mを測り、主柱穴は

4本で、床面中央にば浅い皿状の炉跡があり、南東壁下中央には隅丸方形のヒ゜ソトがある。時

期は前期後葉に比定されている。 9号住居跡は隅丸六角形（？）で、長径6.58m、短径 6m（現存

長）を測り、主柱穴は 6本で、床面中央には不整円形のヒ°ットがみられる。時期は前期初頭に

位置づけられている。

以上のように、因伯地方における古墳時代前期の竪穴住居跡について概観してみたが、当地域

における平面形の変遷に関して、他地域との比較をも交えながら、小論を進めていきたいと思う。

(3) 小結

古墳時代前期における竪穴住居の平面形に関していえば、山陰地方は独特の地域性を保持し

た地域といえよう。

他地域と比較してみると、九州地方では弥生時代後期以降、「円形」｛主居が完全に消滅し、
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「方形」住居のみによって占められている。また、近畿地方でも古墳時代前期にはすべて「方

形」住居によって占められるようになる。

これに対し、山陰および山閣地方、そして北陸地方においては古墳時代前期に入っても

依然として、「円形」住居がかなりの割合を占めている9ここで、青木w期を古墳時代前期前
葉、青木V・VI期を同前期中葉、青木VII期を同前期後葉として、再び、因伯地方の平面形の変

遷について考えてみたい。

前期前葉においては、弥生時代中期以来みられる多主柱構造34)の「円形」住居は減少する

が、弥生時代後期後半になって急増した「多角形」・「隅丸多角形」の住居が存続し、「隅丸方

形」の住居もみられ、多様性を帯びているが、いわゆる「方形」住居はほとんどみられない。

前期中葉に入ると、「方形」・「長方形」住居が出現し、「円形」および「隅丸方形」・「隅丸多角

形」の住居は消滅する。そして、前期後葉には、「長方形」および「方形」住居のみみられる

ようになる。

すなわち、九州地方においては弥生時代中期後半→同後期の時期に、近畿地方では弥生時代

後期→古墳時代前期前半の時期にみられた「円形」→「方形」への統合が、因伯地方において

は古墳時代前期前葉→同前期中葉になって、はじめて及ぶに至ったのである。

また、山陽地方でもこの現象は同じ頃にみられる。例えば、岡山県・雄町遺跡35)の場合、

古墳時代前期前半（雄町13類）では、 4主柱の「方形」住居の他に、 4主柱の「不整円形」｛主

居、 4主柱の「円形」住居、 6主柱の「六角形」住居がみられるが、次段階の雄町14類期にな

ると、 2主柱ないし 4主柱の「方形」住居によってのみ占められるようになる。

一方、北陸地方においても、古墳時代前期前半まで、「円形」・「多角形」住居が残存するよ

うで、その例として、金沢市・塚崎遺跡第 6号竪穴36)などがある。

以上のように、山陰・山陽および北陸地方は、九州・近畿地方に比べると、遅くまで「円

形」住居がみられるという点において、保守的な地域性を保っていたといえる。しかも、今回、

寺内京南遺跡において検出された竪穴住居跡は、「円形」住居が長く存続する山陰地方の中でも、

よりその伝統を根強く保持する一例として注目されよう。

〔注〕

l.この場合の床面積とは、実質的な意味においての“床”の面積を表わす。すなわち、全住居跡面

積から、周溝・ピット・炉跡などの占める面積を除いた部分の面積をさす。

2.①『青木遺跡発掘調査報告書I』(F.J地区） 1976 青木遺跡発掘調査団

②『青木遺跡発掘調査報告書1I』(C• D地区） 1977 青木遺跡発掘調査団

③『青木遺跡発掘調査報告書m』(A・ B • E • H地区） 1978 青木遺跡発掘調査団
3.前掲書（注） 2一①による

4. 『福市遣跡の研究：古墳時代集落跡と土師器について』 1969 山陰考古学研究所
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5. 前掲書（注） 2―①による

6. 青木w期を占墳時代前期前葉、青木V • VI期を同前期中葉、青木Vl1期を同前期後葉とする。

7. この住居跡は服部川期（すなわち青木VIII期）に比定されているが、長瀬高浜遺跡においても、

ほほ同時期の長瀬川期に、隅丸方形および隅丸長万形のものが数例みられる。

8. この場合は平面形が円形て、主柱穴が4本、床面中央に“特殊ピット”をもち、その両側に、

一対のピ、ノトをもつものをさす。

9. 前褐書（注） 2-① 

10. 前掲書（注） 4 

11. 『中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査 3』（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告6)1973 岡山県

文化財保護協会

12. この場合は、平面形が隅丸方形で、主柱穴が4本、床面中央に“特殊ピ、ノト”をもつものをさす。

13. 前掲書（注） 2一①

14. 前掲書（注） 4 

15. この場合の“平面型”とは、単なる平面の形、すなわち“平面形”のみならず、主柱穴の数やそ

の他のピソトなどをも加味した住居跡の卓面的な型をさす。

16. （注） 8参照

17. （注） 12参照

18. （注） 6参照

19. 『松原谷田遺跡II・大路川遺跡調査概報』 1976 鳥取市教育委員会

20. 『鳥取県羽合町・長瀬高浜遺跡発掘調査報告書皿』 1981 烏取県教育文化財団

21.前掲書（注） 20のみによる。昭和56年度の調査までに、 130基余の竪穴住居跡が検出されている。

22. ここでは、長瀬I期、 I期～II期、 II期およびII~m期に属するものをさす。

23. 『宮ノ下遺跡発掘調査報告』 1976 倉吉市教育委員会

24. 『中峯遺跡発掘調査概報』 1975 倉吉市教育委員会

25. 『上米積遺跡群分伍調査概報』 1980 倉吉市教育委員会

26. 『ごりょう塚古墳他発掘調査概報』 1978 倉吉市教育委員会

27. ①『大山町長田・高麗地域遺跡群•松尾頭遺跡調査報告書』 1978 大山町教育委員会

②『鳥取県大山町・松尾頭遺跡II』1979 大山町教育委員会

28. 前掲書（注） 4 

29. 前掲書（注） 2 

30. 前掲書（注） 2一③の中の「第W章・考察嗣」の「第2節・遺構論」では、 W期21棟とあるが、

管見によれば、 29基認められる。

31. 『鳥取県米子市埋蔵文化財発掘調査報告I』1976 米子市教育委員会

32. 奈喜良遺跡における、 V期～ Vl1期に属する 6 基の竪穴住居跡 (2 号・ 3 号・ 4 号• 6号・ 8号・

9号）をさす。

33. 石野博信「考古学から見た古代日本の住居」『家』 1975 社会思想社

34. 主柱穴を 5本以ヒもつものをいう。

35. 『埋蔵文化財発掘調査報告~ 』1972 岡山県文化財保護協会

36. ［金沢市塚崎遺跡（第 2 • 3次）』 1971 石川県教育委員会
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I 期 I~lI期 II 期 II~III期 I11 期 不明 計

円 形

゜多 角 形 4 4 

隅丸多角形 1 1 

隅丸方形 1 1 7 1 10 

隅丸長方形 2 2 4 

方 形 13 10 1 ， 7 40 

長 方 形 1 1 4 1 3 2 12 

そ の 他 1 1 1 3 

計 18 2 27 2 15 10 74 

Tab. 19 長瀬高浜遺跡竪穴住居跡平面形・時期別一覧表

I 期 II古期 II新期 m古期 II1新期 w期 計

円 形 16 2 1 19 

多 角 形

゜隅丸多角形

゜隅丸方形 7 5 12 

方 形 3 11 4 1 5 24 

長 方 形 1 1 

計 16 12 18 4 1 5 56 

Tab. 20 福市遺跡竪穴住居跡平面形・時期別一覧表

III~N期 N 期 V • VI期 w 期 W~VIII期 計

円 形 1 6 7 

多 角 形 2 2 

隅丸多角形 2 8 10 

隅丸方形 2 10 1 13 

方 形 3 4 7 

長 方 形 1 1 2 1 5 

そ の 他 2 2 

計 5 29 5 6 1 46 

Tab. 21 青木遺跡竪穴住居跡平面形・時期別一覧表
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4.掘立柱建物跡の年代について

—寺内京南遺跡と青木遺跡の比較を通して

掘立柱建物は、一般に弥生時代に高床式の倉庫として発生したものが、古墳時代に入り住居

様式として用いられた新しい建築様式と考えられている。それは、伝香川県出土の袈裟欅文銅

鐸に描かれた倉庫や、奈良県唐古遺跡出土の弥生土器片に線刻された倉庫、奈良県佐味田宝塚

古墳より出土した家屋文鏡に描かれた家屋、その他種々の古墳より出土する家形埴輪などより

その存在は実証される。しかし、考古学的な発掘調査によりその上部構造の復元は不可能に

近く、現状では、平面構成によってのみ確認される。つまり、遺構として残る柱穴の並びを検

討するのであるが、たとえ同一遺構面で柱穴が多量に検出されても、必ずしも同時期であると

は限らず、そのために柱穴の重複関係、その柱穴の埋土に混在している遺物から時期決定を行

なっているのである。しかし実際には、層序・遺物から時期決定が十分にできない場合が多く、

柱間距離・主軸方向から検討を加えることにより、その性格等を考察するのが限界である。こ

れには報告者の主観が多分に入り込み、単に方形に並んでいるため、それが1つの掘立柱建

物であると判断することもあると考えられる。

寺内京南遺跡もその例の 1つである。これは、報告者が現地に赴いた時は既に完掘されて

おり、層序は全く不明で、柱穴がどの面より掘り込まれているのか、また柱穴の埋土なども全

くわからず、出土遺物も不明であった。そこで報告者はやむをえず、柱間距離・主軸方向な

どにより掘立柱建物であると判断し、それが尺度 (1尺＝約30cm)で完数を得られることによ

り、奈良時代の掘立柱建物であると報告した。これは、たとえ、伯者国という「畿内」に対す

る「地方」であっても、奈良時代の掘立柱建物には、何らかの規則性が存在するという前提に

立脚した上での判断であるが、この方法で果して正しい判断が下せるのかという問題点がある。

奈良時代に推定される遺跡は、鳥取県において、伯者国庁跡以外にはその類例が少ない。し

かし、寺内京南遺跡と伯者国庁跡とは、遺跡の性格がかなり違っているものと考えられ、1)寺内

京南遺跡に相当する例は、米子市青木遺跡に求められる。青木遺跡は縄文時代後期から奈良時

代へと続く複合遺跡で、遺構としては、掘立柱建物跡260棟、竪穴住居跡206棟、柵列10本等の

住居関係遺構、貯蔵穴14基、落し穴238基、水田推定地などの生産・狩猟関係遺構、古墳53基、

周溝墓36基、土塙墓81基等の埋葬遺構などがある：）ここでとりあげる奈良時代の掘立柱建物跡

は76棟検出され、その平面構成の内訳は、 1間X1間が16棟、 1間X2間が13棟、 1間X3間

が7棟、 2間X2間が10棟、 2間X3間が28棟、 2間X4間が2棟である。

青木遺跡発掘調査報告書の考察によると、奈良時代の掘立柱建物跡には何らかの法則を持っ

ているということを示唆する文章として、「柱間距離は、奈良朝以外は不統一で、高い建築構造
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を作り得ない 3)」、「弥生時代とみられる長棟建物からは一片の土師・須恵器が出土しないのにす

ぐ横の正方形に近い建物からは土師器が出土し、大形の柱掘り方を持つ整然と並ぶ建物からは

奈良朝の須恵・土師器が出土した。」とある。それでは、どのような法則性があるのか確認す

るために、柱間距離及び、掘立柱建物跡の規模を図化し、検討を加えていくことにする。

Fig.58は、 1間あたりの距離、つまり、梁閻長、桁行長をそれぞれの間数で割ったもので、

縦軸に梁間、横軸に桁行をとったものである。斜めの線は、 1尺が30cmとしてその倍数をとっ

tしつものであろが、車面構成に法則性があろのならこのラインに雙中すべきであるが、図を見る

限りにおいて、奈良時代のものは、様々な規格があって必ずしも一定の法則性を持っていると

は限らないと考えられる。それでは、寸法が不統一であるとされている弥生時代のものと比較

してみると、意外に弥生時代の数値の方がばらつきが少なく、 1間が梁間 5尺、桁行4.5尺前

後のグループと梁間10尺、桁行5.5尺前後のグループに大別できる。

次に、奈良時代の柱間距離についてまとめてみると、一定の尺度でまとまるということはな

いが、尺単位でまとまることは確かであり、 1尺＝約30cmで完数を得られる数値を示す掘立柱

建物跡が、奈良時代以降であるという可能性が高い。しかし、弥生時代のものも 5尺、 10尺前

（尺 ／／  
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゜,-■ ． ■ ■ •• I/ ． 
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■ 1̂  
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•「·冗
． ． ． ． 
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こ
•弥生時代掘立柱建物跡柱間距離
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°寺内京南遺跡掘立柱建物跡柱間距離

I I I I 

桁行
10 11 12 13 14 15 （尺）

Fig. 58 掘立柱建物跡柱間距離の比較
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後で完数を得られるものが存在し、また、尺単位で割れないものも多く存在することなどより、

単に柱閻距離によって時期設定を行なうことに無理があると考えられる。

Fig.59は、掘立柱建物の規模と形状の図であり、縦軸に梁間長、横軸に桁行長をとったもの

である。この図より検討を加えてみると、床面積12m2を境に 2つのグループに大別でき、 12m2

以下のものを奈Iグループ、 1Zm2以上のものを奈lIグループとすると、奈Iグループは、当然

間数が少ないものが主であり、一辺が尺度で割れるものが比較的多く、 1つの規模に集中する

のではないが、 1間Xl間・ 1間x2間のグループであると、梁間長約 7尺X桁行長約 9尺、

同じく 8尺XlO尺、 9尺Xll尺、 10尺XlZ尺と桁行長が梁間長より 2尺長いものと、梁間長 7

尺x桁行長 8尺、同じく 8尺X9尺と 1尺長いものに集中する傾向がある。しかしこれも一概

には論ずることができず、これらのグループに属さないものも同数近く存在する。唯、尺度で

完数を得られるものは、このグループに属する傾向にある。

奈lIグループは、梁閻長が11尺～14尺で、桁行長は最小10.2尺、最大23尺前後で、主に15尺

~19尺に集中することがわかる。これらより奈良時代の掘立柱建物跡の規模についてまとめて

みると、 1閻x]間、 1閻xz間の様な小規模建物の場合、その梁間長、桁行長は、尺度で合

わせ、 2間X3間、 2間X4間の様に規模が拡大すると、梁閻長、桁行長よりも 1間あたりの

柱間距離に尺度を用いて設計していったものであると考えられる。比較のために弥生時代のも

のの規模と形状の図をあげると、やはり、 12m2を境に 2つのグループにわけられる。弥生時代

の弥Iグループは、奈良時代のそれとくらべて尺度で割れるものが少なく、数値がちらばって

いる。弥lIグループは、奈良時代のものとは全くちがう数値のあり方を示し、梁間長が8尺～

（尺五

13 
奈IIグループ
I. 

11 
・園 弥IIグループ ． 

•. ~ 1: 0 
吐

0.奈I（弥I）グループ闊

梁
間

弥生時代掘立柱建物跡規模
奈良時代掘立柱建物跡規模
。寺内京南遺跡掘立柱建物跡規模

桁行
11 13 15 17 1 9 11 23 25 （尺）

Fig. 59 掘立柱建物跡の規模の比較
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11尺に集中し、桁行長が23m以上の長棟の建物も存在する。これは「青木遺跡報告書」による

と「弥生時代では床面積の拡張に際しては桁行を主に拡張した 5)」というのを実証することに

なると考えられる。

次に、寺内京南遺跡より検出された掘立柱建物跡8棟について、 Fig.58 • 59にあてはめて

述べていきたい。寺内京南遺跡の掘立柱建物跡の 1間あたりの距離は、 3つのグループに大別

される。つまり梁間10~12尺、桁行13~15尺の範囲に含まれる SB9、SB10、SB11のグ

ループ〔第1グループ〕、梁間 8~ 9尺、桁行7尺の範囲に含まれる SB8、SB13のグループ

〔第 2グループ〕、梁間5.5~7尺、桁行8~ 9尺の範囲に含まれる SB12、SB14、SB15の

グループ〔第3グループ〕である。しかし、どのグループも、先述した青木遺跡の掘立柱建物

跡のグループにあてはまらず、強いて述べれば、第 3グループの SB14、SB15が、梁間 7尺、

桁行9尺のグループに含まれる程度である。

掘立柱建物の規模・形状についてみると、 2つのグループに大別される。つまり 6m2以下に

おさまる SB12、SB15と、 1間あたりの距離が梁間 8尺～12尺、桁行13~15尺の範囲に含ま

れる SB8、SB9、SB10、SB11のグループである。これらもまた青木遺跡の掘立柱建物

跡のグループに含まれず、 SB14だけが梁間長13尺X桁行長18尺と先述した青木遺跡の奈良時

代掘立柱建物跡のIIグループに含まれる程度である。

以上のように検討を進めてくると、寺内京南遺跡より検出された掘立柱建物跡のうち、奈良

時代のものとしては、小規模なグループに属する SB15、大規模なグループに属する SB14が

ほぼ確実視できるのを除けば、他は必ずしも奈良時代のものとは断じ難い。

拡張部の SB8に施された整地層内より検出された布目瓦片は、これら掘立柱建物跡に奈良

時代もしくはそれ以降のものが含まれていることを示唆するものであるが、その整地層が他の

掘立柱建物跡に及んでいる状況を確認できたわけではない。

したがって、これら 3棟を除けば、他の時期、たとえば、掘立柱建物跡と、その東南に存在

する古墳時代の竪穴住居跡 (SBl・SB2) とが重複しないことより、それと併行する時期

を想定することも可能である。

青木遺跡の弥生時代と奈良時代の掘立柱建物のデーターと寺内京南遺跡のそれとが、多くの

場合合致しないのは、この様な造営時期の相違を反映しているといえるかもしれない。ただ、

この図ではどのグループにも属さないが、寺内京南遺跡の掘立柱建物跡内では、先述したよう

にある程度グルーヒ°ングできるのは興味深い。

以上のように造営期をほぼ確定できるのは、 SB 8 • S B 14 • S B 15の3棟にすぎない。こ

れら 3棟についてみても、 1間あたりの距離や尺度が統一されているとはいい難く、寺内京南

遺跡や青木遺跡で検出された小規模掘立柱建物に関する限りにおいて、必ずしも厳格な尺度が

使われたものとは考えられない。
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さらに、このことは柱間距離に反映されると考えられる上屋構造部に、規格化された用材を

使用することができなかったことを示しているといえ、これに使用される建築用材の流通は、

当時一つのまとまりをもった集落を越えるものではなかったと考えてよい。

このような状況は、鳥取県下の各集落遺跡から検出された掘立柱建物跡において、弥生時代

以来、奈良時代に至るまで小稿で検討したように大きな変化はなかったものと思われる。

したがって、寺院跡・官術遺跡等の規格化された建物跡とこれら集落跡との間に存在する著

しい相違は強調されねばならないのであり、本遺跡の掘立柱建物跡に関していえば、白鳳時代

以降に存在した瓦葺で、規格化された伽藍を持っていたと推定される寺内廃寺の南側に隣接し

て存在した寺内京南遺跡の規格化されない庶民生活の一面をうかがうことも許されよう。

〔注〕

1.伯者国庁跡の様な官街遺跡では、掘立柱建物跡が多数検出されているが、それらは、計画的に配

帽され、また、主軸方向も時期によって明確に分割される。掘形も lm前後の方形のものが多く、

寺内京南遺跡の様な遺跡の掘立柱建物跡と同ーレベルで比較することはできない。

2. 3. 4. 5 青木遺跡発掘調査団『青木遺跡発掘調査報告書I・ II ・ ill』 1976• 1977 • 1978 
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